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令和４年度 事業概要書 所 管 課 総務課 

事 業 名 職員研修事業 予算書 ３８頁 

事 業 費 ４，８４５千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

まちづくり・人づくり推進交付金 

市町村アカデミー研修等受講助成金 

 

568 

180 

 

特 定 財 源 合 計 748 

一 般 財 源 4,097 

事
業
概
要 

多様化する行政ニーズに的確に応えられる職員を育成するため、職場

内の研修の実施に加え、職場外での研修に積極的に参加するほか、自己

啓発のため職員自ら企画した研修の実施に取り組む。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

効率的かつ効果的に知識・技能を習得し、職員の勤務能率の発揮及び

増進を図り、組織力の向上を目指す。 

○内容・計画 

 １ 自己啓発研修 

（１）業務課題解決研修（旅費：231 千円、燃料費：11 千円、使用料：

50 千円） 

（２）専門研修（旅費：231 千円、負担金：40 千円） 

２ 職場内研修 

（１）職員研修会（報償費：323 千円） 

（２）階層別研修（委託料：800 千円、負担金：198 千円） 

３ 職場外研修 

（１）上川管内町村職員研修（旅費：311 千円、負担金 62 千円） 

（２）北海道市町村職員研修センター研修（旅費：520 千円） 

（３）市町村職員中央研修所研修（旅費：470 千円、負担金：18 千円） 

（４）北海道市町村振興協会（旅費：113 千円） 

（５）その他研修（旅費：1,407 千円、負担金：60 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 2 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 総務課 

事 業 名 役場庁舎照明ＬＥＤ化事業 予算書 ４２頁 

事 業 費 ５，１２６千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

公共施設等適正管理 庁舎照明ＬＥＤ化事業債 

 

 

4,600 

 

 

特 定 財 源 合 計 4,600 

一 般 財 源 526 

事
業
概
要 

役場庁舎に設置された蛍光灯及び水銀灯等照明のＬＥＤ化により、持

続可能で安定した施設環境を整備するとともに、財政負担と環境負荷の

軽減を図る。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 大手メーカーが蛍光灯等の生産を終了したことを背景として、役場庁

舎照明のＬＥＤ化を実施することで、安定した施設環境の確保、省エネ

ルギーの推進、コスト縮減が期待できる。 

○内容 

 水銀灯ＬＥＤ化 Ｎ＝14 灯 

蛍光灯ＬＥＤ化 Ｎ＝76 灯 

○全体計画 

 １ 事業期間  令和４年度～令和７年度 

２ 総事業費  29,000 千円（概算） 

○費用内訳 

 工事請負費 5,126 千円 

○その他参考事項 

 公適債の充当率 90％ 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 総務課 

事 業 名 スマート行政推進事業 予算書 ４２頁 

事 業 費 ３，０２３千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 3,023 

事
業
概
要 

新型コロナウイルス感染症による社会変革や多様化する住民ニーズに

的確に対応するため、行政手続のスマート化やＤＸ等による業務の効率

化を図る。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

各種行政手続における町民の負担軽減、ＳＮＳを活用した即時性の高

い情報発信等により町民の利便性の向上が期待できるほか、業務の効率

化によって限られた人的資源を更なる行政サービスの向上につなげるこ

とができる。 

○内容 

 １ キャッシュレス決済システムに係る手数料及び使用料 

２ 会計年度任用職員給与システムに係る使用料 

３ 公式ＬＩＮＥ機能拡張に係る委託料 

○実績・経過 

 １ 令和３年度（補正予算） 

 （１）キャッシュレス決済システム 

   端末導入一式（会計課窓口及び住民生活課窓口 計２台） 

 （２）会計年度任用職員給与システム 

システム導入委託一式 

（３）ワンストップ窓口 

   整備工事等一式（１階町民コーナー側に新窓口を整備） 

○費用内訳 

 １ 役務費   134 千円 

２ 委託料  1,430 千円 

３ 使用料  1,459 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 総務課 

事 業 名 情報管理事業 予算書 ４２頁 

事 業 費 ３３，００４千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

移動通信用鉄塔施設使用料 

公共建物貸付料 

 

189 

7,542 

 

特 定 財 源 合 計 7,731 

一 般 財 源 25,273 

事
業
概
要 

役場庁舎及び各公共施設の職員が利用するコンピュータと関連機器の

管理及びネットワーク内の機器やセキュリティシステムの保守に係る費

用について計上する。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 職員が使用する情報機器やネットワークを維持管理することで、事務

の効率化を図るとともに、情報セキュリティを確保する。 

 また、公衆無線ＬＡＮやホームページなどの保守を行うことで、各シ

ステムを安定的に運用し、もって町民の利便性を向上する。 

○内容・計画 

 １ 職員用パソコンの購入や管理、ネットワーク機器の維持管理 

 ２ タブレット型パソコンの導入（令和３年度から継続） 

３ ネットワーク機器の更新（Ｌ３スイッチ） 

４ サーバーの導入（情報資産管理等） 

○費用内訳 

 １ 需用費（消耗品、プリンタ修繕料）         2,704 千円 

 ２ 役務費（回線使用料、コンピュータ廃棄手数料）   2,631 千円 

 ３ 委託料（保守業務委託料等※サーバー導入委託含む）18,248 千円 

 ４ 使用料及び賃借料（電柱添架料、通信機器賃借料等） 2,630 千円 

 ５ 備品購入費（パソコン、液晶ディスプレイ等の購入） 6,791 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 まちづくり推進課 

事 業 名 まちづくり総合計画策定事業 予算書 ４４頁 

事 業 費 ７,２３８千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

丘のまちびえいまちづくり基金繰入金 

 

 

7,200 

 

 

特 定 財 源 合 計 7,200 

一 般 財 源 38 

事
業
概
要 

まちの将来のありたい姿を描き、実現するための目標である「美瑛町

共有ビジョン」で掲げた７つの柱を基本として、新たなまちづくり総合

計画を策定する。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

令和２年度から実施してきた町民まちづくりワークショップでの町民

意見や具体的プロジェクトのほか、地域経済分析で明らかになった町内

産業構造や買い物調査など各種データを基に、現行計画（第５次まちづ

くり総合計画）を見直し、新たなまちづくりを推進するため、令和５年

度の計画開始に向けた第６次まちづくり総合計画を策定する。 

 

○費用内訳 

１ 委託料   7,238 千円 

（１）策定業務 

（２）印刷業務 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 まちづくり推進課 

事 業 名 関係人口創出事業 予算書 ４６頁 

事 業 費 ４,１５４千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

地方創生推進交付金 

地域づくりセミナー開催支援金 

1,500 

300 

特 定 財 源 合 計 1,800 

一 般 財 源 2,354 

事
業
概
要 

町外の人が町と関わりを持ち、まちづくりの担い手の一人となる「関

係人口」の創出・拡大に向け、コ・ワーケーションビレッジ事業を中心

とした各種取組を展開する。 

 

事 

業 

内 
容 

・ 

効 

果 

等 

◯目的・効果 

人口減少が進むことで直面する地域づくりの担い手不足に対応するた

め、町民と町外の人が交流し関係を深めることができる「場」をつくり、

町外の人との継続的なつながりに発展させることを目的として、関係人

口の創出・拡大を図る。 

 

◯内容・計画 

１ 一年目：実証実験の年として、様々な職種の関係者が集い美瑛の

魅力をコンテンツ化させ、次年度以降の課題の洗い出し

や事業構築の検討を行う。 

２ 二年目：１の参加者が家族・友人を連れ来町し、通年で美瑛との

関りを持ちながら、一年目のコンテンツへの対応を図る。 

３ 三年目：コアな関係人口が定着し、サテライトオフィス等でのテ

レワークやワーケーションによる滞在が増え、町民との

交流も深めながら地域活性化を図る。 

 

◯費用内訳 

 １ 旅費          919 千円 

（１）企業訪問      542 千円（東京 2 回、関西 1 回） 

（２）ワークショップ   377 千円（東京 1 回、関西 1 回） 

 ２ 需用費（消耗品費）  150 千円 

 ３ 役務費（広告料）    60 千円 

 （１）メールマガジン配信料 

 ４ 委託料        3,000 千円 

 （１）コ・ワーケーションビレッジ事業 

 ５ 負担金補助及び交付金  25 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 まちづくり推進課 

事 業 名 地域脱炭素推進事業 予算書 ４６頁 

事 業 費 ５０４千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

地域づくりセミナー開催支援金 

 

 

300 

 

 

特 定 財 源 合 計 300 

一 般 財 源 204 

事
業
概
要 

脱炭素社会の実現に向けてカーボンニュートラルに関する取組が国や

道から示される中、本町が保有する資源をいかした新エネルギーの導入

に関する検討を進めるとともに、町内の環境保全に対する意識醸成を図

るための各種取組を実施する。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

◯目的・効果 

２０５０年のカーボンニュートラルの実現とともに、２０３０年度の

温室効果ガス排出量の削減目標の実現に向けて、地域における再生可能

エネルギーの導入を進めるための様々な戦略的支援が示されている。 

中長期的な脱炭素化に向けた地域の取組を推進するに当たり、広範に

わたる分野での脱炭素化の可能性を検討するために、庁内プロジェクト

チームを発足するとともに、道の支援事業を活用した情報収集や有識者

による講演会等を実施する。 

 

◯費用内訳 

 １ 報償費（謝礼）    400 千円 

 ２ 費用弁償      104 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 総務課 

事 業 名 地域プロジェクトマネージャー管理事業 予算書 ４６頁 

事 業 費 ５，８０６千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 5,806 

事
業
概
要 

総務省の地域プロジェクトマネージャー制度を活用し、本町の関係人

口創出事業を中心とした重要プロジェクトを推進するため、専門的知識

を有する外部人材を一定期間（最長３年間）任用する。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

◯目的・効果 

住民、行政、民間及び外部専門家など関係者の多様な主体の考え方や

発想を理解して、それらの間を適切に調整し、橋渡しできる人材を任用

することで事業の確実な実施と推進を図る。 

 

○内容・計画 

新たなまちづくりの担い手として期待される関係人口の創出・拡大に

向けて、町外にいる人と、町民や行政、民間団体をつなぐ関係性を構築

するため、以下の事業を担う。 

 １ 関係人口創出事業 

 ２ テレワーク推進事業 

 ３ 地域おこし協力隊管理事業 

 ４ まちづくり寄附管理事業 

 

◯費用内訳 

 １ 報酬      4,410 千円 

 ２ 職員手当等   576 千円 

 ３ 共済費     783 千円 

 ４ 旅費       24 千円 

 ５ 委託料      13 千円 

 

○その他参考事項 

 雇用に要する経費を対象に１人当たり 6,500 千円を上限として、特別

交付税措置あり。 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 商工観光交流課 

事 業 名 丘のまちびえい活性化協会補助金 予算書 ４６頁 

事 業 費 ５１，９６２千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

地方創生推進交付金 

 

 

7,599 

 

 

特 定 財 源 合 計 7,599 

一 般 財 源 44,363 

事
業
概
要 

丘のまちびえい活性化協会が行うＤＭＯの推進、産業振興、地域活性

化などの各種事業に要する補助を行う。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 行政、各産業が連携し、民間ノウハウを活用し、地域資源を生かした

ＤＭＯの推進やブランディング、モデルショップ事業により、まちの活

性化を図る。 

町民が豊かに暮らし活力あふれ、発展し続ける町を目指すため、美瑛

町の農林業、商工業、観光業が相互に連携し、まちづくりの主体として

総合的、一体的な町づくりに向けた各種事業の推進により、美瑛町のま

ちづくりの振興が図られる。 

 

○内容 

 運営費補助        40,252 千円 

 ＤＭＯ推進事業       9,205 千円 

 地域活性化事業       2,505 千円 

 

○費用内訳 

 事業費補助金       51,962 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 まちづくり推進課 

事 業 名 地域公共交通調査事業 予算書 ４６頁 

事 業 費 ２７２千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 272 

事
業
概
要 

地域の最適な公共交通のあり方を示すため、北海道上川地域公共交通

活性化協議会が主体となり実施する地域公共交通計画の策定に係る負担

金を支出する。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

◯目的・効果 

上川総合振興局管内全域を区域とした地域公共交通計画を策定するに

当たり、公共交通利用実態調査等を目的として実施する委託業務に対す

る負担金を支出する。 

公共交通の利用実態やニーズ調査により現状の課題や問題点を整理

し、公共交通の活性化と再生に資する取組を推進する。 

 

◯費用内訳 

 １ 負担金補助及び交付金      272 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 まちづくり推進課 

事 業 名 丘のまちカーシェアリング実証事業 予算書 ４６頁 

事 業 費 ７，１２７千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

地方創生推進交付金 

丘のまちびえいまちづくり基金繰入金 

 

3,563 

3,500 

 

特 定 財 源 合 計 7,063 

一 般 財 源 64 

事
業
概
要 

移住定住の推進や企業・大学等との連携など、関係人口の創出・拡大

につながる取組の更なる拡充を図るため、テレワークやワーケーション

など様々な形で町内生活を短期体験する人の新たな交通手段としてカー

シェアリングの実証実験を行う。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

◯目的・効果 

人口減少課題の克服における施策として、関係人口の創出・拡大につ

ながる取組を展開する中で、二地域居住体験者やテレワーカーなど様々

な目的や手段で町内生活を短期体験する人々から、町内での移動手段の

提供に関するニーズがあることから、一般財団法人丘のまちびえい活性

化協会が主体となり、カーシェアリング事業の導入に向けた実証実験を

行う。 

本町と関わりを持とうとする町外の人のニーズに応えるとともに、ま

ちづくりにおける新たな担い手の一人となる関係人口の創出・拡大の呼

び水となる。 

 

◯費用内訳 

 １ 負担金補助及び交付金      7,127 千円 

 （１）初期導入費用        2,500 千円 

 （２）車両リース費用（２台）    4,200 千円 

 （３）需用費            291 千円 

①消耗品費            20 千円 

②燃料代             271 千円 

 （４）役務費（広告料）       136 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 まちづくり推進課 

事 業 名 移住対策事業 予算書 ４８頁 

事 業 費 １０，８２３千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

移住対策事業 

地方創生推進交付金 

3,227 

1,113 

特 定 財 源 合 計 4,340 

一 般 財 源 6,483 

事
業
概
要 

減少する人口と地域産業の縮小を克服するため、移住希望者からの相

談等をまち全体で対応し、移住・定住地として当町が選択されことで人

口の維持・増加を図る施策に取り組む。これにより将来的にも活力溢れ

るまちとなるよう、移住定住コーディネーターの人件費や移住関連団体

への負担金を計上。 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

移住・定住を促進するため、「移住定住コーディネーター」の人件費や

各種移住相談イベントへの参加経費、まち全体で移住者を迎え入れられ

るような仕組みを創出する「丘のまちびえい移住定住促進協議会」への

補助金等を計上。 

これらにより人口の維持・増加を図り、活力あるまちの継続を図る。 

○内容・計画 

 「美瑛町移住・定住促進計画」に基づき、産業の継承や新たな人の流

れが創られるよう、移住しやすい環境づくりや住宅・就労支援等の情報

を提供する。 

○費用の内訳 

１ 会計年度任用職員報酬             5,136 千円 

 ２ 会計年度任用職員手当             1,003 千円 

 ３ 会計年度任用職員社会保険料          1,018 千円 

４ 職員旅費                   1,000 千円 

５ 費用弁償                     24 千円 

 ６ 消耗品費                     189 千円 

 ７ 燃料費                      94 千円 

８ 印刷製本費                   275 千円 

９ 通信運搬費                    23 千円 

10 広告料                     714 千円 

11 諸団体及び所会議負担金            1,347 千円 

※丘のまちびえい移住定住促進協議会の構成 

  １ 会員数：61 人 ４事業所（令和 4 年 2 月 17 日現在） 

  ２ 役員数：８人 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 まちづくり推進課 

事 業 名 奨学金返還支援事業 予算書 ５０頁 

事 業 費 １，０２０千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 1,020 

事
業
概
要 

増加する若年層の町外流出が、地元就業や各種産業の継承への課題と

なる中、美瑛町への定住及び就業を促進するため、当該事業により高校

等程度以上の卒業者を対象とし、奨学金の返還支援に取り組むもの。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的及び効果 

次世代の人材確保を目的とし、若年層の町内就業及び定住を促進させ

ることで、より美瑛町の持続的発展を図る。 

 

○費用の内訳 

 １ 負担金補助及び交付金 

（１）美瑛高等学校卒業者  20,000 円×12 月×2 人＝ 480 千円 

 （２）その他対象者      15,000 円×12 月×3 人＝ 540 千円 

 ※美瑛高等学校卒業者に対し、補助額 5 千円を上乗せさせ、インセン

ティブを図る 

 

○その他参考事項 

 市町村負担額や広報経費を対象に１団体当たり 100,000 千円を上限と

して、特別交付税措置あり。 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 まちづくり推進課 

事 業 名 ＵＩＪターン新規就業支援事業 予算書 ５０頁 

事 業 費 １，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

ＵＩＪターン新規就業支援事業移住支援交付金 

 

 

750 

 

 

特 定 財 源 合 計 750 

一 般 財 源 250 

事
業
概
要 

「美瑛町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、当町への移住・

定住促進及び中小企業等における人材不足の解消に資するため、北海道

と共同した移住支援に取り組む。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 「美瑛町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、本町への移住・

定住の促進及び中小企業等における人手不足の解消に資するため、北海

道と町の共同による移住支援事業・マッチング支援事業を実施する。 

 地方創生の推進により、東京圏からのＵＩＪターン促進と町内の担い

手不足の解消に寄与する。 

 

○支援対象 

 １ 条件： 

住民票を移す直前 10 年間のうち、通算５年以上、東京 23 区に在

住または東京圏の内条件不利地に在住する、雇用保険被保険者及び

個人事業主として 23 区内に通勤していた者等、移住元や移住先に関

する諸条件有り。 

 ２ 要件： 

Ａ・北海道が運営する就業マッチングサイトに掲載されている企

業に就業。 

Ｂ・起業される方（公益財団法人 北海道中小企業総合支援セン

ターからの補助交付決定者） 

Ｃ・自己の意思により当町へ移住し、テレワークにて就業先の業

務を継続する方。 

 

○費用の内訳 

 負担金補助及び交付金（１世帯）       1,000 千円 

 ※負担割合：国１／２、道１／４、町１／４ 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 総務課 

事 業 名 防災無線管理事業 予算書 ５２頁 

事 業 費 ８，６５５千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

緊急防災減災 移動系防災ＩＰ無線機整備事業債 

 

 

4,600 

 

 

特 定 財 源 合 計 4,600 

一 般 財 源 4,055 

事
業
概
要 

防災行政無線、防災無線屋外施設、泥流監視装置、全国瞬時警報シス

テム（Ｊアラート）、防災無線移動局の維持・更新に係る維持管理費を計

上。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

十勝岳噴火やその他災害の発生に備え、町民の安全を守るため、避難

情報等を迅速かつ確実に発信できるよう防災行政無線等の維持管理を行

う。 

また、既存の防災無線移動局（無線機）の老朽化が著しく、町内広範

囲での情報共有に支障が生じているため、機器の更新を行う。 

 

○内容 

 １ 防災行政無線や泥流監視装置に係る維持管理経費 

２ 防災無線移動局更新 Ｎ＝30 台 

 

○費用内訳 

 １ 需用費             1,221 千円 

 ２ 役務費         565 千円 

３ 委託料             2,144 千円 

４ 備品購入費      4,648 千円 

５ 負担金補助及び交付金  77 千円 

 

〇その他参考事項 

 緊急防災減災事業債 充当率 100％（充当は備品購入費のみ） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 住民生活課 

事 業 名 地上デジタル放送受信対策設備更新事業 予算書 ５４頁 

事 業 費 ５，０１１千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

公共施設等整備基金繰入金 

 

 

5,000 

 

 

特 定 財 源 合 計 5,000 

一 般 財 源 11 

事
業
概
要 

 地上デジタル放送受信対策設備（ギャップフィラー）について、更新

時期になっているため、建設計画に基づき、計画的に設備の更新を行う。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

ギャップフィラーの設備について、受注生産の設備もあるため、故障

が発生する前に設備を交換し、難視聴地域の地上デジタル放送が確実に

視聴できるようにする。 

〇内容・計画 

 １ Ｒ４実施事業 

 （１）地上デジタルヘッドアンプ交換（消防）  

 （２）ギャップフィラー送信機交換（庁舎）  

 ２ 事業計画（Ｒ５～Ｒ８） 

 （１）受信アンテナ交換（消防） 

 （２）送信アンテナ交換（庁舎、バスセンター） 

 （３）地上デジタルヘッドアンプ交換（バスセンター） 

 （４）ギャップフィラー送信機交換（バスセンター） 

 （５）他 前置増幅器、無停電電源供給器等 

〇実績・経過 

 現在の設備は、Ｈ20 年度（バスセンター基地はＨ26）に整備。 

〇費用内訳 

 工事請負費 5,011 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 税務課 

事 業 名 農業所得税対策協議会事業 予算書 ５８頁 

事 業 費 ４，７００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

個人道民税徴収取扱交付金 

 

 

4,700 

 

 

特 定 財 源 合 計 4,700 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

 美瑛町農業所得税対策協議会（事務局：美瑛町農民連盟）に対する支

援として、補助金を支出するもの。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

美瑛町農業所得税対策協議会は、農業者の所得税等の申告に対する助

言、指導及び申告書作成支援を行っている。これにより、農業所得に対

する適正課税に効果が期待できる。 

 

○費用内訳 

令和４年度 美瑛町農業所得税対策協議会収支予算（案）より 

 １ 収入合計   ７，４３０千円    

    繰越金     ４５１千円 

                   町    ４，７００千円 

    負担金   ６，４５０千円  農協   １，２００千円 

                   農民連盟   ５５０千円 

    会員負担金   ４８８千円 

    雑収入      ４１千円 

 

 ２ 支出合計   ７，４３０千円 

    人件費   ５，７６０千円 

    旅費      ２８０千円 

    需用費     ５６０千円 

    通信費     ２４０千円 

    会議費     ２１０千円 

    負担金     １５０千円 

    保守管理費他  ２３０千円 

 

 



- 18 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 税務課 

事 業 名 路線価付設事業 予算書 ５８頁 

事 業 費 ４，２２４千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 4,224 

事
業
概
要 

 令和６年度土地の評価替えの基礎となる路線価格付設に向けて、令和

３年度評価替え後の路線価格の変動要因を調査し修正を行う。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

令和６基準年度固定資産評価替えに向けて、美瑛町の固定資産の評価

に関する均衡化・適正化を図るための評価資料の作成及び効率的な土地

評価業務の構築並びに納税者への説明責任に十分対応できる固定資産評

価の確立が期待できる 

○内容・計画 

令和４年度は、路線価格の変動要因の事前調査及び路線価格の算定基

礎となる標準宅地の鑑定評価を行う。令和５年度は、令和４年度に実施

した標準宅地の鑑定評価を基に全路線に価格を付設する業務を行う。上

記を踏まえ、令和６年度に評価替えを行う。 

○実績・経過 

 令和３年度評価替え（令和元年度～令和２年度） 

 平成３０年度評価替え（平成２８年度～平成２９年度） 

 平成２７年度評価替え（平成２５年度～平成２６年度） 

○費用内訳 

 １ 路線価付設業務委託料            870 千円 

   消費税                    87 千円 

   合計                    957 千円 

 ２ 標準宅地鑑定評価業務委託料        2,970 千円 

   消費税                   297 千円 

   合計                   3,267 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 税務課 

事 業 名 収納システム整備事業 予算書 ５９頁 

事 業 費 ３，３００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 3,300 

事
業
概
要 

 地方税共通納税システム対象税目拡大と地方税統一ＱＲコード活用が

令和５年度から開始されることに伴い、ｅＬＴＡＸ端末及びＲｅａｍｓ

収納システムの機能追加を行う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

対象税目（固定資産税・都市計画税、軽自動車税）の拡大及びＱＲコ

ード読取が可能となることで、電子納税の普及が図られ、納税者の利便

性が向上する。 

○内容・計画 

ｅＬＴＡＸ端末における共通納税システム及びＲｅａｍｓ収納システ

ムの改修を行い、税目拡大とＱＲコード記載に対応する。 

○実績・経過 

共通納税システムとの電子納付データの連携については、令和３年度

にシステム改修を行っている。 

○費用内訳 

委託料 ｅＬＴＡＸ端末改修分 506 千円 

    Ｒｅａｍｓ改修分  2,794 千円 

○その他参考事項 

令和３年度税制改正にて令和５年度から対象税目を追加することとさ

れたことに加え、令和４年度税制改正にて電子的に納付を行う措置を講

ずることとされたことから、システム改修に要する経費は普通交付税措

置となる。 

 

 

 

 

 

 

 



- 20 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 結婚新生活支援事業 予算書 ７２頁 

事 業 費 １，５００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

地域少子化対策重点推進交付金 

 

 

750 

  

 

特 定 財 源 合 計 750 

一 般 財 源 750 

事
業
概
要 

 これから夫婦としての新生活をスタートさせようとする世帯を対象

に、新婚に伴う新生活のスタートアップにかかる費用（新居の購入費、

新居の家賃・敷金・礼金・共益費・仲介手数料、引越し費用）の支援を

行う。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 [効果] 

 新居に係る費用（引越費用、家賃等）助成により、新婚生活の初期負

担が軽減され、移住・定住が期待できる。 

 

○対象 

夫婦ともに３９歳以下かつ世帯所得４００万円未満（世帯年収５４０

万円未満相当） 

 

○助成内容 

３０万円を上限に支給。婚姻に伴う住宅取得費用、住宅貸借費用、引

越し費用等の助成を行う。 

 

○費用内訳  

 補助金及び交付金  １,５００千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 高齢者補聴器購入費助成事業 予算書 ７４頁 

事 業 費 ２，９４０千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

  

特 定 財 源 合 計 0 

一 般 財 源 2,940 

事
業
概
要 

身体障害者手帳の聴覚障害程度の基準に満たない軽度難聴の高齢者に

対し、補聴器購入費用を助成するもの。 

 

 

 

事 

業 
内 
容 

・ 

効 

果 

等 

○効果 

補聴器の使用によって、周囲からの音の情報が入らないことによる危

険回避やコミュニケーション能力の向上が図られ、不安や孤独感といっ

た精神的ストレスの軽減につながり、閉じこもり等の行動制限や認知機

能の低下を防ぎ介護予防になる。 

〇対象 

 ７０歳以上で町民税非課税世帯に属する方 

〇聴力レベル 

 ３０ｄｂ以上７０ｄｂ未満で身体障害者手帳の交付対象外 

〇助成内容 

 公費負担（片耳）１/２  

※補助上限額 ２.５万円 

○費用の内訳 

 扶助費   ２，９４０千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 障がい者グループホーム施設整備補助事業 予算書 ７６頁 

事 業 費 ３０，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

過疎対策 障がい者グループホーム施設整備事業債 

 

30,000 

 

特 定 財 源 合 計 30,000 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

 （社福）新生会では、美瑛町のニーズや施設入所者からの地域生活へ

の移行、地域生活拠点整備を勘案し、障がい者グループホームの施設整

備を行う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○効果   

障がいのある人が社会の中で普通の生活ができるよう環境を整備し町

民の理解を深め、障がいのある人の自立と参加が促進され、共生社会の

実現が期待できる。 

 

○費用内訳 

 負担金補助及び交付金   30,000 千円 

 

○その他参考事項 

 総事業費        122,595 千円 

 国庫補助         31,850 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 介護予防・日常生活支援総合事業 予算書 ７８頁 

事 業 費 １９，０２５千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

地域支援事業利用料 

地域支援事業（介護予防事業）交付金 

340 

18,685 

特 定 財 源 合 計 19,025 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

介護予防又は悪化防止を図り地域での自立した日常生活を支援する。 

 

 

 

事 

業 

内 
容 

・ 

効 

果 

等 

○事業内容 

介護保険法の改正により地域支援事業の内容が見直され、平成 29 年 4

月から介護予防・日常生活支援総合事業を実施。 

１ 介護予防・生活支援サービス事業 

訪問型サービス（訪問介護相当サービス）、通所型サービス（通所

介護相当サービス、通所型サービスＡ・Ｃ（委託））、その他の生活

支援サービス（生活支援サービス事業）（委託） 

２ 一般介護予防事業 

介護予防把握事業、介護予防普及啓発事業（委託）、地域介護予防

活動支援事業（サロン活動等）（委託）、地域リハビリテーション活

動支援事業（委託） 

○費用の内訳 

報酬 4,576 千円、職員手当等 915 千円、報償費 555 千円、 

旅費 122 千円、需用費 40 千円、役務費 69 千円、委託料 12,430 千円、 

負担金補助及び交付金 318 千円 

○過去の実績 

１ 介護予防・生活支援サービス事業利用者数 

（１）通所型サービスＡ 

Ｈ30 延 193 人、Ｒ1 延 333 人、Ｒ２延 495 人 

（２）通所型サービスＣ 

Ｒ1 延 2 人、Ｒ２延 2 人 

（３）生活支援サービス 

 Ｈ30 延 60 人、Ｒ1 延 99 人、Ｒ２延 100 人 

２ 介護予防把握事業利用者数 

   Ｈ30 延 240 人、Ｒ1 延 233 人、Ｒ２延 260 人 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 包括的支援事業・任意事業 予算書 ７８頁 

事 業 費 １２，０１４千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

地域支援事業利用料 

地域支援事業（包括的支援事業及び任意事業）交付金 

 

1,350 

10,664 

 

特 定 財 源 合 計 12,014 

一 般 財 源  

事
業
概
要 

個々の高齢者の状況や変化に応じた包括的・継続的な支援を行い、介

護の重度化予防を図る。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○事業内容および費用 

１ 包括的支援事業 

（１）地域包括支援センター運営事業 

①第１号介護予防支援事業（介護予防ケアマネジメント業務） 

②総合相談・支援事業 

③権利擁護事業 

④包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

（２）生活支援体制整備事業（委託） 

   多様な日常生活上の支援体制の構築及び高齢者の社会参加促進 

２ 任意事業 

（１）寝たきり者等介護用品購入助成 助成額上限 6,000 円／月 

Ｈ30  利用者 69 人 延利用数 529 件 3,100 千円 

Ｒ1   利用者 74 人 延利用数 516 件 2,974 千円 

Ｒ2   利用者 61 人 延利用数 491 件 2,854 千円 

（２）福祉用具・住宅改修支援事業 

Ｈ30 利用者 7 人  Ｒ1 利用者 3 人  Ｒ２ 利用者 2 人 

（３）配食サービス事業（委託）利用料 500 円／1 食  

   Ｈ30 実利用者 38 人 延利用数 246 人（3,069 食） 5,109 千円 

   Ｒ1  実利用者 28 人 延利用数 187 人（2,340 食） 4,966 千円 

   Ｒ2  実利用者 27 人 延利用数 172 人（2,449 食） 5,250 千円 

○費用の内訳 

報償費 110 千円、旅費 138 千円、需用費 179 千円、役務費 80 千円、 

委託料 8,467 千円、負担金補助及び交付金 160 千円、 

扶助費 2,880 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 丘のまちびえいすくすくサポート事業 予算書 ８０頁 

事 業 費 １１，７７３千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

過疎対策（ソフト分）子育て支援事業債 
 

 11,100 

 

特 定 財 源 合 計 11,100 

一 般 財 源 673 

事
業
概
要 

 出生時、小学校入学時、中学校入学時に全町民の祝福の意を込めた祝

品を贈呈するともに、高校就学の支援を行う。 

 

 

事 

業 

内 
容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 [効果] 

本町の将来を担う子どもたちの健やかな成長を応援し、家族の絆や愛

情を醸成する。 

 

○内容・計画  

 １ 出生時：写真フレーム、美瑛産米、写真撮影券 

２ 小学校入学時：学用品一式 

３ 中学校入学時：指定制服及びジャージ一式 

４ 高校就学時：入学準備金 

 

○経過  

１～３ 平成２５年度から事業継続（Ｒ３年度まで総務費） 

４   令和２年度から事業継続（Ｒ２年度から民生費） 

※Ｒ４年度から４を丘のまちびえいすくすくサポート事業に統合

し、民生費で支出する。 

 

○費用内訳 07 報償費 9,973 千円  

       ・新生児  60 人 3,027 千円 

・小学入学 55 人 1,079 千円 

       ・中学入学 90 人 5,867 千円 

      18 助成金 1,800 千円 

・高校就学 60 人 1,800 千円  

 

○その他参考事項 

祝品の贈呈根拠 丘のまちびえいすくすくサポート祝品贈呈要綱 

   美瑛町高校生就学支援助成金交付要綱 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 保育士等処遇改善事業 予算書 ８２頁 

事 業 費 ４，３４６千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

保育士等処遇改善臨時特例交付金 

 

 

4,346 

  

 

特 定 財 源 合 計 4,346 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

 子育て支援の最前線で働く、保育士・幼稚園教諭等、及び放課後児童

支援員等に対し、賃上げによる処遇改善を図る。本事業は令和４年２月

から９月までの国庫補助を財源とする。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 処遇改善による就労環境の向上により、保育、教育体制の維持向上が

図れる。 

 

○内容・計画 

各事業所の計画により、国基準の２／３以上を賃金改善に充てる。 

 

○実績・経過 

 令和４年２月開始 

 令和３年度 ２月～３月分 

 

○費用内訳 

 報酬     151 千円 会計年度職員 1 か月分 

 職員手当等  80 千円 職員超過勤務手当 

 共済費    25 千円 会計年度職員１か月分 

 需用費    44 千円 消耗品 

 補助金   4,046 千円  

 

○その他参考事項 

補助事業の補助率 国庫補助金 10/10  

処遇改善を実施する事業所へ補助 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 老人保健施設事業特別会計繰出金 予算書 ８６頁 

事 業 費 ５６，０８６千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

  

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 56,086 

事
業
概
要 

 老人保健施設事業特別会計に対する繰入を行うための、町一般会計か

らの繰出し金。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 [効果] 

一般会計から老人保健施設特別事業会計に繰入れを行うことにより、

老人保健施設における運営の安定を図る。 

 

○内容 

老人保健施設ほの香の起債償還分の元金と利子の費用、浴槽改修工事

費用、移送車の更新購入費用に対する一般会計の繰出金 

 

○費用内訳 

１ 繰出金     ５６,０８６千円 

（１）起債償還分  

①元金       ４１,６８２千円 

 ②利子        ４,９２７千円 

（２）浴槽改修工事  ５,０２４千円 

（３）移送車購入費  ４,４５３千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 予防接種事業 予算書 ９０頁 

事 業 費 ２５，８６８千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

大雪地区広域連合負担金 

 

1,600 

 

特 定 財 源 合 計 1,600 

一 般 財 源 24,268 

事
業
概
要 

伝染のおそれがある疾病の発生および蔓延を予防し、町民の健康保持

に寄与する。予防接種法に基づく定期接種の実施により、重篤な疾患の

予防及び蔓延防止（社会防衛）、を目指すとともに、個々の発病及び重症

化予防（個人予防）につながる任意接種への一部費用助成を実施する。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○内容   

１ 予防接種法に基づく定期接種の実施（対象者・過去の実績） 

区  分 対象年齢 Ｒ2 Ｒ3.12 

Ａ 

類 

①ヒブ 2 か月～5 歳未満 172 124 

②小児肺炎球菌 2 か月～5 歳未満 169 121 

③B 型肝炎 2 か月～1 歳未満 122 90 

④ロタウイルス 

（Ｒ2 年 10 月～） 

生後 6週～24週又は 32週

まで 

48 83 

⑤四種混合 3 か月～7 歳半未満 173 116 

⑥ＢＣＧ 3 か月～1 歳未満 45 26 

⑦麻しん風しん混

合 

1 期 1 歳～2 歳未満 48 30 

2 期 就学前 1 年 52 51 

⑧水痘 1 歳～3 歳未満 92 54 

⑨日本脳炎 1 期 6 か月～7 歳半未満 154 87 

2 期 9 歳～13 歳未満 52 17 

特例・経過措置 321 145 

⑩二種混合 小学 6 年生 66 75 

⑪子宮頸がん予防 小学 6 年生～高校 1 年生 1 4 

Ｂ 

類 

⑫インフルエンザ 65 歳以上 2,049 1,406 

⑬高齢者肺炎球菌 65 歳以上 5 歳刻み年齢 79 65 

２ 接種委託機関 

  （１）旭川市医師会（旭川市内医療機関）   

（２）富良野市医師会（市内一部医療機関）     

（３）美瑛町立病院、美瑛循環器・内科クリニック  
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 健診事業 予算書 ９０頁 

事 業 費 １２，００５千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

保健事業費補助金 

大雪地区広域連合保健事業負担金 

 

100 

6,000 

 

特 定 財 源 合 計 6,100 

一 般 財 源 5,905 

事
業
概
要 

各種がん検診、肝炎ウイルス検診、町民特定健診（20～30 代、生活保

護受給者）により、健康寿命の延伸と早期死亡の可能性の低減を図る。

がんの早期発見・早期治療により、障害や死亡に至るリスクを可能な限

り排除し、生活の質（ＱＯＬ）の維持増進を図る。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○内容と対象者  

 １ 検診内容 自己負担額（74 歳以下／75 歳以上） 

（１）各種がん検診                   

   ①胃がん（バリウム検査）     30 歳以上（1,400 円/500 円） 

②肺がん（レントゲン検査）    30 歳以上（ 400 円/100 円） 

③大腸がん（便潜血反応検査）   30 歳以上（ 500 円/200 円） 

   ④乳がん検診（マンモグラフィ検査）30 歳以上（1,800 円/600 円） 

   ⑤子宮がん検診（細胞診検査）   20 歳以上（1,700 円/600 円） 

   ⑥前立腺がん検診（ＰＳＡ抗原検査）50 歳以上（ 500 円/200 円） 

 （２）肝炎ウイルス検診        40 歳以上（無料） 

 （３）町民特定健診・血管病予防健診  20～39 歳（1,000 円） 

   （40 歳以上は各医療保険者が実施） 

   ※生活保護世帯は上記（１）～（３）いずれも無料（全額助成） 

 ２ 委託機関 

旭川がん検診センター、旭川厚生病院、道北勤医協医療協会、美

瑛町立病院、美瑛循環器・内科クリニック 

 ３ 健診日程 

（１）集団健診 年 19 日 

（再掲 乳がん検診：年 5 日間 子宮がん検診：年 4 日間） 

Ｒ2 年度より旭川厚生病院の巡回健診 75 歳以上受け入れ開始 

（２）個別健診 通年 

○補助基準 

 保健事業費補助金、大雪地区広域連合保健事業負担金（国保加入者に

おけるがん検診費用） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 新型コロナウイルスワクチン接種事業 予算書 ９２頁 

事 業 費 ３３，３１１千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金 

疾病予防対策事業費等補助金 

 

11,732 

21,579 

 

特 定 財 源 合 計 33,311 

一 般 財 源  

事
業
概
要 

新型コロナウイルスワクチンの安全かつ円滑な接種にむけての体制整

備を目的とする（接種準備に係る人件費、物品等の確保についての費用、

接種委託機関との調整、接種依頼、委託費用） 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 新型コロナウイルスワクチンの安全かつ円滑な接種に向け体制を整

え、感染症の拡大を未然に防ぎ、町民の健康を守ること及び不安の軽減

に寄与する。 

○内容・計画 

１ 医療従事者等から実施している追加接種（3 回目）について、国の

定める接種間隔に基づき、対象となった方から順次接種を進めてい

く。  

２ 接種を希望する 5 歳から 12 歳及び未接種者に対して順次接種を

進めていく。 

３ 引き続き町民からの問い合わせ、予約等の相談専用窓口の設置。 

４ 医療機関との調整と連携。（町立病院、美瑛循環器内科クリニック） 

５ 介護施設等との調整と連携。 

○費用内訳 

報酬   5,182 千円（会計年度任用職員報酬、予防接種健康被害調

査委員会委員報酬） 

職員手当  993 千円（会計年度任用職員期末手当） 

 共済費   825 千円（会計年度任用職員社会保険料） 

 需用費   409 千円（ワクチン接種にかかる消耗品、感染症対策用

品他、追加接種接種券印刷費用） 

 役務費  1,187 千円（発送郵便料、電話料、国保連支払事務手数料） 

 委託料  24,715 千円（予防接種、予約管理システム、接種会場運営委

託業務他） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 保健福祉課 

事 業 名 保健センター冷房改修事業 予算書 ９２頁 

事 業 費 ２２，８５３千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

過疎債 保健センター冷房改修事業債 

 

 

22,800 

 

 

特 定 財 源 合 計 22,800 

一 般 財 源 53 

事
業
概
要 

保健センター冷房機器の改修 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 保健センター建設から 20 年が経過し、ここ数年エアコン設備基盤部分

の故障が相次いでおり、修理部品なども製造されていないことから、全

面的に設備の改修を行い、夏期の施設利用に際し、快適で衛生的な環境

の整備を図る。 

○内容  

 マルチ式の現存設備を維持し、既設冷媒管の再使用を行い、室外機 2

台、室内機 11 台の改修を実施する。 

○費用内訳 

 冷房設備工事      18,385 千円 

 一般管理費        2,390 千円 

  消費税          2,078 千円 

 工事費合計       22,853 千円 

○冷房設備工事費の主な内訳 

 室外機 2 台（設置費含む） 6,278 千円 

 室内機 11 台（設置費含む）3,309 千円 

 リモコン・操作機器      630 千円 

 既存設備撤去回収費     761 千円 

  配管関連経費       1,554 千円 

 ガス入替関連経費        361 千円 

  電気工事費         702 千円 

  現場管理費        3,736 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 住民生活課 

事 業 名 大雪葬斎組合負担金 予算書 ９４頁 

事 業 費 ２４１，２８１千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

過疎対策 火葬場建設事業債 

 

 

234,300 

 

 

特 定 財 源 合 計 234,300 

一 般 財 源 6,981 

事
業
概
要 

 火葬施設を運営する大雪葬斎組合に対する負担金で、令和３年度は火

葬場の実施設計を行っており、令和４、５年度で火葬場の建設工事を行

う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇内容・費用内訳 

 １ 一般経費負担金  6,947 千円 

 ２ 建設費負担金  234,334 千円 

〇実績・計画（建設に係る組合予算） 

 １ Ｒ3 予算（実施設計） 22,962 千円（美瑛町負担金 7,969 千円） 

 ２ Ｒ4 予算（建設工事）685,509 千円 

 ３ Ｒ5 計画（建設工事）620,551 千円 

〇その他参考事項 

美瑛町は、過疎債を活用し、東神楽町と東川町は、地域づくり総合交

付金や一般単独事業債を活用（組合対応）する。 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 住民生活課 

事 業 名 浄化センター管理運営事業 予算書 ９６頁 

事 業 費 １５，６０４千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 15,604 

事
業
概
要 

し尿・浄化槽汚泥を適切に処理し、生活環境の保全および公衆衛生の

向上を図る。 

【令和４年度】 

浄化センターの用途廃止に向けて、し尿等汚泥の残渣処理を実施する。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

「連携中枢都市圏形成に係る連携協約」によりし尿処理を旭川市へ委

託することから、浄化センターは用途廃止へと進める。令和３年度末ま

でに受入れたし尿等汚泥の残渣を、廃棄物処理法に基づき適切に処理す

ることで、生活環境の保全上支障が生じないようにする。 

〇内容・計画 

令和３年度末までに受入れたし尿等汚泥の残渣は、廃棄物処理法に基

づき適切に処理を行う。処理能力・処理工程から半年程度の稼働が必要。 

〇実績・経過 

し尿等汚泥の受入れは令和３年度末で終了となるが、一部公共施設の

低濃度し尿は令和４年１０月まで受入れて処理する。 

〇費用内訳 

需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費）        7,612 千円 

委託料（施設管理警備、廃薬品処理、重油タンク清掃） 7,209 千円 

工事請負費（施設出入口防護柵設置）           60 千円 

その他（旅費、役務費、原材料費、使用料）       723 千円 

〇その他参考事項 

施設解体は令和５年度以降に実施する予定。 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 住民生活課 

事 業 名 し尿処理事業 予算書 ９６頁 

事 業 費 ９１，０１９千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

し尿汲取手数料 

 

 

22,200 

 

 

特 定 財 源 合 計 22,200 

一 般 財 源 68,819 

事
業
概
要 

 し尿処理について、連携中枢都市圏形成に係る連携協約において旭川

市に業務を委託することとし、令和４年４月から旭川市環境センターへ

のし尿の搬入を行う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

浄化センターの老朽化が進んでいることから、施設の大規模改修やし

尿処理の広域処理を検討し、旭川市へし尿処理の業務委託を行うことと

した。 

〇内容 

 １ 新規事業 

  し尿処理委託 

 ２ 継続事業 

 （１）し尿汲取手数料伝票印刷（清掃管理事業より移行） 

 （２）し尿収集運搬業務委託、し尿汲取手数料徴収委託（浄化センタ

ー管理運営事業より移行） 

〇費用内訳 

 需用費（印刷）            69 千円 

 委託料（収集運搬、処理、徴収） 90,950 千円 

〇その他参考事項 

 連携中枢都市圏形成に係る連携協約（令和４年１月１２日） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 農業委員会事務局 

事 業 名 アグリパートナー協議会補助事業 予算書 １００頁 

事 業 費 ８００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 800 

事
業
概
要 

 町と美瑛町農業協同組合で組織構成されるアグリパートナー協議会に

対し補助を行い、農業者及び農業後継者のパートナー対策事業等に取り

組み、町の基幹産業である農業の持続的発展に寄与する。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

農業者及び農業後継者の配偶者確保を目的として、出会いの場を創出

するとともに各種研修会等を実施することで、結婚観の醸成や農業経営

体の維持・育成についても期待できる。 

○内容・計画 

 １ フィーリングチャンスｉｎびえい（概ね 40 歳未満の独身農業者） 

 ２ 大人の婚活（概ね 40 歳以上の独身農業者） 

 ３ パートナー交流会（概ね結婚 5 年以内のパートナー） 

 ４ ビーコネクト（町内在住もしくは町内勤務の独身者） 

 ５ 農業青年等研修会（テーマ：事業継承や将来設計等） 

○実績・経過 

 令和元年度 結婚 8 組（うち事業参加 2 組） 

令和 2 年度 結婚 7 組（うち事業参加 3 組） 

令和 3 年度 結婚 3 組（うち事業参加 1 組）※見込み 

○費用内訳 

 負担金補助及び交付金 800 千円 

 （美瑛町農業協同組合も同額（前年度繰越含む）を負担）  
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 農林課 

事 業 名 置杵牛農産物加工交流施設管理運営事業 予算書 １０２頁 

事 業 費 ４，３７０千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

農山漁村振興交付金（中山間地農業推進対策） 

 

 

3,803 

 

 

特 定 財 源 合 計 3,803 

一 般 財 源 567 

事
業
概
要 

旧置杵牛小学校を再整備した施設において、本町の農業振興を目的に

した農産物加工品の研究・開発、製造等を実施するとともに、加工体験

等の交流事業を展開する。本年度は、株式会社北海道米菓フーズへの指

定管理委託２年目となり、本格的な工場の稼働と新たな商品開発により

地場産材の受入拡大を図る。 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的 

 本町の農業振興を図るとともに、都市と農村の交流を促進し、地域振

興に寄与する「美瑛町置杵牛農産物加工交流施設」の管理運営を行う。 

 

○効果 

指定管理者が有する技術やノウハウを活用した加工事業を通して、町

内で生産される農産物の安定的な受け入れが図られるとともに、地域住

民が参加する交流事業の展開により地域振興に結び付く。 

 

○内容 

１ 指定管理委託による効果的、効率的な施設の管理運営を行う。 

２ 地場産品の利用拡大を目的にした新たな商品開発を進める。 

３ 災害時の避難所に指定されている本施設の受入体制を整備するた

め、正面玄関を補修し、スロープを設置する工事を実施する。 

 

○費用内訳 

 委託料   2,567 千円 

（業務委託料（商品開発）2,000 千円、指定管理委託料 567 千円） 

工事請負費 1,803 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 農林課 

事 業 名 高収益作物振興対策補助事業 予算書 １０２頁 

事 業 費 １，９４６千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

農業振興基金繰入金 

 

 

1,700 

 

 

特 定 財 源 合 計 1,700 

一 般 財 源 246 

事
業
概
要 

本町のトマトは、高品質で実需者から高い評価を受けており、高収益

作物の柱となっている。生産者の増反意欲はあるものの初期投資の負担

が大きく、増反が進まない原因となっており、高齢化に伴う離農により

近年の作付面積は横ばいの状況であることから、ボイラー・加温機の導

入に係る費用の助成を行い、トマトの産地化を図る。 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的 

高収益作物として安定しているトマトを増反する生産者に対して、初

期投資の負担が大きいボイラー・加温機の導入に係る補助を行うことで、

本町のトマトの生産面積の増加と産地化の実現を図る。 

 

○内容 

１ 補助事業を実施する美瑛町農業協同組合に対する補助 

２ 町の補助額は農業振興条例に基づき対象事業費の 20％ 

 ３ 農業協同組合の補助額は対象事業費の 20％ 

 

○費用内訳 

 １ ボイラー 2 台× 985 千円＝1,970 千円 

 ２ 加温機  3 台×2,586 千円＝7,758 千円 

 合計 9,728 千円×町補助率 20％＝1,946 千円 

 （負担割合：町 20％、美瑛町農業協同組合 20％、生産者 60％） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 農林課 

事 業 名 ラスノーブル苗復活事業 予算書 １０２頁 

事 業 費 ２，１０７千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

丘のまちびえいまちづくり基金繰入金 

 

 

1,088 

 

 

特 定 財 源 合 計 1,088 

一 般 財 源 1,019 

事
業
概
要 

農産物のブランド化の推進に向け、幻のアスパラガスと呼ばれる「ラ

スノーブル」を新たな振興作物に位置付けるために、既存株からの組織

培養により苗を復活するとともに生産者への安定供給の実現に向けた試

験栽培を行う。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

本町が全国で有数の産地でありかつ収益性の高いグリーンアスパラガ

スについて、ブランド化を推進することで、作付面積を維持及び拡大し、

生産者の経営の安定化に繋げる。加えて、全国的に知名度の高いラスノ

ーブルの振興により、町の産地としての地位向上を実現し、町内農産物

全体のブランド力向上、さらには関係人口の拡大にも寄与する。 

 

○内容・計画 

 これまで中山間農業振興事業において、既存株からの試験培養による

苗の作出技術に係る試験研究を実施し、培養苗の作出方法は確立されて

いる。令和 3 年度には、培養苗の品質・収量等を調査し、苗としての実

用性を確認するため、新たに整備した試験圃場において培養苗の栽培を

始めており、本年度も約 2,000 株の培養苗を定植し、試験栽培を継続す

る。 

 また、地域特産品として、ラスノーブルのブランド価値を守り、産品

の名称を保護することを目的に、関係機関との連携のもと地理的表示

（GI）取得に向けた取組を進める。 

 

○費用内訳 

 旅費     207 千円 

需用費    250 千円 

役務費    100 千円 

委託料    550 千円 

 工事請負費 1,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 農林課 

事 業 名 農福連携事業 予算書 １０４頁 

事 業 費 ３，１５５千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 3,155 

事
業
概
要 

 本町独自の農福連携の構築に向け、農業及び福祉が連携して障がいを

持つ方の農業分野での雇用に向けた支援を実施することで、農業の人手

不足の解消とともに障がいを持つ方の社会参画を実現する。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

本町における農福連携の推進により、障がいを持つ方の農業分野での

活躍を通じて、農業の人手不足の解消とともに、障がいを持つ方の社会

参画を実現し、地域社会の持続的な発展に寄与する。 

 

○内容・計画 

 美瑛町農福連携推進協議会において取組を進める。農福連携実践研修

については、農福連携ジョブコーチが作業支援や関係者との連絡調整の

役割を担う。 

 １ 農福連携実践研修 

 （１）障がい者向けトマト作付実習 

   農業担い手研修センターにおいて、障がいを持つ方がトマトの作

付実習を行うとともに、生産現場への派遣を通して、実習生の作業

能力等の周知を図る。 

 （２）農福連携作業研修会 

   トマト作付実習をはじめ、南瓜、馬鈴薯、スイートコーンの収穫

作業など、様々な農業研修会を定期的に開催する。 

 ２ 農福連携向け障がい者試験雇用支援 

  前年度の農福連携実践研修の実績を受けて、導入を検討する生産者

が増えることが見込まれるため、障がいを持つ方が新たに就労した際

の試験雇用期間（最大 3 か月）に対して、月額最大 30 千円（障がいを

持つ方の雇用経験がない場合は月額最大 50 千円）の支援を継続する。 

 

○費用内訳   

負担金補助及び交付金（協議会に対する補助金）3,155 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 農林課 

事 業 名 美瑛小麦推進事業 予算書 １０４頁 

事 業 費 ９７３千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 973 

事
業
概
要 

 美瑛小麦のブランド化に向け、美瑛小麦の生産の安定化及び販売の促

進、情報発信等を実施することで、美瑛小麦の付加価値の向上及び消費

拡大を推進する。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 美瑛小麦のブランド化の推進により、小麦の付加価値向上及び消費拡

大を進めて生産者の所得向上に繋げるとともに、本町の小麦産地として

の地位向上を実現する。 

 

○内容・計画 

美瑛小麦に関係する生産者と実需者の双方を含めた「美瑛小麦推進協

議会」において以下の取組を進める。 

町内関係者が美瑛小麦の理解を深める取組に加えて、美瑛小麦応援店

舗認証制度の対象を町外店舗まで拡大するなど、美瑛小麦の認知度向上

に向けた事業を展開する。 

 １ 地理的表示保護（ＧＩ）取得に向けた準備 

 ２ 美瑛小麦フォーラムの開催 

 ３ 亜リン酸塩剤に対する購入助成 

 ４ 美瑛小麦に係る講習会 

 ５ 美瑛小麦フォトコンテストの開催 

６ 美瑛小麦応援店舗認証制度の運用 

 

○費用内訳 

負担金補助及び交付金（協議会に対する補助金） 973 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 農林課 

事 業 名 多面的機能支払交付金 予算書 １０６頁 

事 業 費 １９２，１９８千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

多面的機能支払交付金 

丘のまちびえいまちづくり基金繰入金 

 

141,418 

50,000 

 

特 定 財 源 合 計 191,418 

一 般 財 源 780 

事
業
概
要 

農地維持支払交付金と資源向上支払交付金の２種類があり、地域の資

源保全や質的向上の取り組みを国・道・町が補助し推進。補助金額のお

よそ１／２を耕地面積に応じて２３地区に配分し、残る１／２を広域環

境保全協議会が水路等の土砂上げや修繕工事、災害対応等に活用。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 農業・農村の多面的機能の維持・増進を図るため、地域資源の良好な

保全や質的向上を図る取り組みを推進し、地域資源の活動や景観形成及

び農村環境の良好な保全等の共同活動を支援する。 

○内容・計画 

 耕地区分ごとに設定される単価から、23 地区で構成される美瑛町広域

環境保全協議会に対し、交付する。 

（対象面積内訳：田 134,603ａ、畑 963,859ａ、草地 74,787ａ） 

○実績・経過 

 多面的機能を有する農村地帯・農業用用排水路等の資源の地域による

保全活動が行われている中で、景観形成、農村環境が良好に保たれてい

る。 

○費用内訳 

 負担金補助及び交付金 192,198 千円 

○その他参考事項 

 １ 事業期間：令和 2 年度～令和 6 年度（2 期目） 

 ２ 交付金内訳：国 50％、道 25％、町 25％ 

 ３ 交付対象者：美瑛町広域環境保全協議会(農村地域 23 地区で構成） 

 ４ 資源向上交付金が 75％に減額されたが 2期目から新たに防災減災

の取り組み加算により全体額は確保された。 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 農林課 

事 業 名 豊かな森づくり推進補助事業 予算書 １１０頁 

事 業 費 ２７，８０８千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

豊かな森づくり推進事業補助金 

 

 

17,112 

 

 

特 定 財 源 合 計 17,112 

一 般 財 源 10,696 

事
業
概
要 

森林経営計画に基づき伐採を行った山林について、伐採後における確

実な再造林の実施と森林所有者の造林費用の負担を軽減するため、事業

費の一部を助成し、確実な造林による森林環境の保全と資源の循環利用

を推進する。 

未来につなぐ森づくり推進事業からの継続事業。 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的 

 伐採跡地や無立木地における再造林、天然林の針広混交林化など、公

益的機能の発揮を目的とした造林事業を推進するため、伐採後の確実な

造林や伐採跡地等への造林事業に対し支援する 

 

○効果 

 伐採後の確実な植栽を支援することにより、「植えて、育てて、伐って、

使って、また植える」という森林資源の循環利用と森林の持つ多面的機

能の発揮が促進される。 

 

○内容及び費用の内訳 

 事業計画量 141.67ｈａ 

 造林事業費 106,954 千円×補助率 26％≒27,808 千円 

 内訳：道費 16％（17,112 千円） 町費 10％（10,696 千円） 

 

○事業期間 

 令和３年度から令和１２年度まで（北海道による１０年間の事業） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 農林課 

事 業 名 森林環境保全整備事業 予算書 １１２頁 

事 業 費 ２５，３７７千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

森林環境保全整備事業補助金 

 

 

10,519 

 

 

特 定 財 源 合 計 10,519 

一 般 財 源 14,858 

事
業
概
要 

森林経営計画に基づき町有林の間伐、下刈り、地拵え、植付け及び野

鼠駆除など森林環境の整備事業を計画的に実施することにより、災害防

止対策等や水源涵養、持続可能な森林資源の循環利用など、森林の持つ

多面的機能の発揮を促す。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的 

町有林を計画的に整備し、財産価値の向上と、森林の持つ多面的機能

の維持と発揮、保全を図る。 

 

○効果 

 土砂災害防止等や良質な水源かん養機能、温室効果ガスの削減、山村

景観の保全、地域における防風効果など森林が持っている様々な多面的

機能の効果が見込まれ、また接続可能な森林資源の循環利用が可能とな

る。 

 

○内容 

森林経営計画に基づき、町有林の伐採・造林・保育事業等の森林整備

を実施する。 

造  林 白金地区   植付け       9.80ｈａ  3,634 千円 

             苗木        16,270 本   2,164 千円 

二股地区   準備地拵え  12.98ｈａ  4,466 千円 

置杵牛地区  準備地拵え  12.80ｈａ  4,405 千円 

下  刈 二股他 1 地区 育成単層林   48.50ｈａ 10,566 千円 

野鼠駆除 俵真布他 1 地区薬剤空中散布  32.64ｈａ      93 千円 

             殺鼠剤      27ｋｇ    49 千円 

 合  計                     25,377 千円 

 

○その他参考事項 

 森林環境保全整備事業補助金 補助率 68％（国 51％、道 17％） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 商工観光交流課 

事 業 名 中小企業者等ＳＤＧs 推進事業 予算書 １１４頁 

事 業 費 １０，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

過疎対策（ソフト分）商工業振興事業債 

 

 

9,500 

 

 

特 定 財 源 合 計 9,500 

一 般 財 源 500 

事
業
概
要 

町内の中小企業者等が自主的に行うＳＤＧｓ等の取組に対し、経費の

一部を美瑛町商工会が補助する。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 ＳＤＧｓの取組に支援することで持続可能な社会の実現と地域経済の

原動力となる中小企業者等の活性化を図る。 

 

〇内容 

 １ 対象者 

  美瑛町商工会会員であること。町税を完納していること。 

 ２ 対象事業 

事業者が自ら行うＳＤＧｓへの取組、地域需要に応じたビジネスを

行うための取組など、事業者の経営改善が図られ、持続的な発展が望

まれる事業。 

３ 対象経費 

事業計画を策定し、その計画に沿って取り組むための経費が対象。 

※補助金をより有効活用するため原則、町内事業者に支払った経費

とする。 

 ４ 補助率等 

 補助対象経費の 3 分の 2 以内（限度額：1,000 千円） 

 

〇費用内訳 

 負担金補助及び交付金 10,000 千円（補助金） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 商工観光交流課 

事 業 名 電子地域通貨運営事業 予算書 １１６頁 

事 業 費 ３４，７０８千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

地方創生推進交付金 

丘のまちびえいまちづくり基金繰入金 

Ｂｅコインチャージ金 

2,189 

2,000 

30,000 

特 定 財 源 合 計 34,189 

一 般 財 源 519 

事
業
概
要 

 美瑛町電子地域通貨「Ｂｅコイン」による地域内の資金の循環と地域

コミュニティの活性化を図る。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 デジタル技術の活用による「利便性の高さ」、「事業拡張の容易さ」、「コ

スト低減」を図り、「地域内での資金の円滑な循環」、「地域経済やコミュ

ニケーションの活性化」を目的として、まち全体で新しい技術や仕組み

を用いた「デジタル地域通貨」を推進し、地域内の経済循環と地域コミ

ュニティの醸成、新型コロナウイルス感染症対策の取組も合わせて進め

る。 

 

〇内容 

 Ｂｅコインの普及と利用促進を図るため、チャージ促進のためのポイ

ント付与や各種事業におけるポイントのＢｅコイン付与を行うととも

に、事業実施に要する管理経費を計上する。 

 

〇費用内訳 

 事務経費            174 千円 

 システム経費         1,452 千円 

 決済用端末購入         330 千円 

 事務費補助金          2,752 千円 

 利用者チャージ分換金負担金  30,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 商工観光交流課 

事 業 名 起業支援事業 予算書 １１６頁 

事 業 費 ３，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計 0 

一 般 財 源 3,000 

事
業
概
要 

町内商工業の振興と活性化を図るため、起業において必要となる経費

の一部を補助する。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 町内で新たに起業する事業者に経費の一部を補助することで、町内で

の起業を促し、地域の活性化を図る。 

 

〇内容 

 １ 対象者 

  町内で新たに起業する者 

 ２ 対象業種 

飲食業、宿泊業、小売業、生活関連サービスに加え、令和４年度か

ら新たに製造業を加える。 

 ３ 対象経費 

工事費、修繕費、機械器具費、備品購入費等の内、町内事業者に支

払う経費 

 ４ 補助率等 

 補助対象経費の３分の１以内（限度額：1,000 千円） 

 

〇費用内訳 

 負担金補助及び交付金 3,000 千円（補助金） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 総務課ほか 

事 業 名 電子地域通貨行政ポイント事業 予算書 １１６頁 

事 業 費 ８，３５２千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

地方創生推進交付金 

 

 

750 

 

 

特 定 財 源 合 計 750 

一 般 財 源 7,602 

事
業
概
要 

電子地域通貨「Ｂｅコイン」の運用における、行政としてポイントを

付与する種事業。（各課におけるポイント付与事業について集約してい

る） 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

 ポイント付与事業を実施することで、各種事業効果を高めるとともに、

Ｂｅコインの普及と利用促進、地域内の経済循環を図る。 

 

〇事業費及び事業内容 

１ 広報クイズ事業（総務課） 

（１）事 業 費  65 千円（500 円×10 人×11 回、1,000 円×10 人×

1 回） 

（２）事業内容  広報紙に関係する内容のクイズを美瑛町公式ＬＩ

ＮＥやＵＨＢ地デジ広報を活用して毎月出題し、正

解者の中から抽選でポイントを付与する。 

 

 ２ 日本で最も美しい村づくりボランティア事業(まちづくり推進課) 

（１）事 業 費  159 千円（300 円×延べ 530 人） 

 （２）事業内容  美瑛町日本で最も美しい村づくり協議会が主催す

る各種事業において、参加者に対しポイントを付与

する。 

 

 ３ ふるさとｄｅオフィス事業（まちづくり推進課） 

（１）事 業 費  1,500 千円（2,000 円×30 団体×25 人） 

 （２）事業内容  地域人材育成研修交流センターを利用して、研修

活動やテレワークなどを展開する町外の団体に対し

てポイントを付与する。  

 （※次頁へ続く） 
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事 

業 

内 

容 

・ 

効 

果 
等 

 

 

４ テレワーク推進事業（まちづくり推進課） 

（１）事 業 費  360 千円（15,000 円×12 組×2 棟） 

 （２）事業内容  テレワーク住宅として活用している幸町住宅（幸

町１・２号室）の利用者に対してポイントを付与す

る。 

 

 ５ 移住定住促進民間賃貸住宅家賃助成事業（まちづくり推進課） 

（１）事 業 費  3,040 千円（10,000 円×延べ 256 か月、子育て加

算 10,000 円×延べ 48 か月） 

 （２）事業内容  町外から転入し、対象となる民間賃貸住宅へ入居

された方に対して、家賃助成としてポイントを付与

する。 

 

 ６ チャージ促進事業（商工観光交流課） 

（１）事 業 費  3,000 千円（通常時 1％付与、キャンペーン時 5％

付与） 

 （２）事業内容  Ｂｅコインのチャージ額に応じたポイントを付与

する。 

 

 ７ 美瑛学ボランティア事業（文化スポーツ課） 

 （１）事 業 費  18 千円（500 円×12 人×3 回） 

 （２）事業内容  美瑛学推進事業において、子供向けの講座や収蔵

品修理などのボランティアへの謝礼としてポイント

を付与する。 

 

 ８ ダンボールコンポスト普及事業（住民生活課） 

（１）事 業 費  10 千円（500 円×20 人） 

 （２）事業内容  ダンボールコンポスト使用の際の課題や意見をい

ただくモニターを募集し、謝礼としてポイントを付

与する。 

 

 ９ 結婚新生活支援事業（保健福祉課） 

（１）事 業 費  200 千円（10,000 円×20 組） 

 （２）事業内容  新たに結婚した方が所得制限等により結婚新生活

支援事業の対象とならない場合に、結婚新生活支援

としてポイントを付与する。 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 商工観光交流課 

事 業 名 広域観光推進事業 予算書 １１６頁 

事 業 費 ３，６１０千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

地域づくり総合交付金 

 

 

1,200 

 

 

特 定 財 源 合 計 1,200 

一 般 財 源 2,410 

事
業
概
要 

美瑛町を含む自治体・団体で構成する協議会に加盟し、広域での観光

プロモーション活動等を行う。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

富良野・美瑛広域観光推進協議会 

○目的・効果 

美瑛町から占冠村までの１市４町１村で構成する富良野・美瑛広域観

光推進協議会において、広域観光圏としての観光プロモーションを行い、

道内外や外国人観光客の来訪につなげている。 

○Ｒ３実績 

 １ 圏域内公共交通機関時刻表作成 

 ２ ＳＮＳによるインフルエンサー情報発信 

 ３ ＰＲイベントの実施（サイクルモード大阪等） 

○費用内訳 

 負担金 2,100 千円 

 

花人街道連携協議会 

○目的・効果 

東川町、上富良野町、中富良野町、美瑛町の４町で構成する花人街道

連携協議会において、花をテーマとした観光プロモーションを行い、道

内外観光客の来訪につなげている。 

○Ｒ３実績 

 ＰＲイベントの実施（ＪＰ０１祭：札幌市） 

○費用内訳 

 協議会負担金 1,510 千円（地域づくり総合交付金 1,200 千円予定） 

 

 

 

 



- 50 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 商工観光交流課 

事 業 名 観光協会補助金 予算書 １１６頁 

事 業 費 ４０，４６１千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

青い池駐車場使用料 

 

 

5,327 

 

 

特 定 財 源 合 計 5,327 

一 般 財 源 35,134 

事
業
概
要 

町の活性化と持続可能な観光地形成のため、美瑛町観光協会が行う観

光案内所運営、観光パトロール実施、美遊バス運行などの各種事業に要

する補助を行う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

観光関係者、温泉関係者、行政等連携のもと、観光宣伝及び観光客の

誘致を始め各種観光事業の振興を図ることにより、まちの活性化につな

がる。観光案内を充実させ、観光ルールを普及することで、持続可能な

観光地を形成できる。 

 

〇内容 

 １ 公益事業 30,461 千円 

四季の情報館において観光案内所を設置し観光客への情報発信のほ

か、観光パトロール実施し観光マナーの周知と安全対策等を行う。 

 ２ 収益事業 10,000 千円 

  美遊バスを運行し、春・夏は青い池と花畑、望岳台を周遊するコー

ス、秋・冬は青い池ライトアップと美瑛の丘陵や歴史に触れるコー

スを設定。 

 

〇費用内訳 

 １ 公益事業   30,461 千円 

 （１）管 理 費  4,752 千円 

 （２）事 業 費  22,726 千円 

 （３）運 営 費   2,983 千円 

 ２ 収益事業   10,000 千円 

（１）バス借上費  7,600 千円 

 （２）人 件 費   2,400 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 商工観光交流課 

事 業 名 観光振興対策事業 予算書 １２０頁 

事 業 費 １５，３１７千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

丘のまちびえいまちづくり基金繰入金 

青い池駐車場使用料 

電源立地地域対策交付金 

2,400 

7,822 

4,500 

特 定 財 源 合 計 14,722 

一 般 財 源 595 

事
業
概
要 

本町の魅力ある観光資源を活かし、観光地としての知名度向上を図る

ため、ＳＮＳを活用した情報発信と、ライトアップ事業による冬季観光

誘客を図っている。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 Ｆａｃｅｂｏｏｋ「写真で旅する北海道～美瑛」では、写真による観

光情報やマナー啓発を週２回程度行い、登録者数は５万人を超えている。 

 ライトアップ事業は、実行委員会に対する補助を行い、冬期間や桜開

花時期の観光誘客を行っている。 

 

〇内容 

 Ｆａｃｅｂｏｏｋ「写真で旅する北海道～美瑛」の更新管理、ライト

アップ事業は「冬の観光・芸術実行委員会」、「桜まつり実行委員会」に

補助金を交付している。 

 

〇費用内訳 

 １ 委託料  2,495 千円（Ｆａｃｅｂｏｏｋ更新） 

 ２ 補助金  12,822 千円（ライトアップ実行委員会） 

   （ライトアップ実施分 7,500 千円、老朽機材更新 5,322 千円） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 商工観光交流課 

事 業 名 丘のまちびえい観光ルール策定事業 予算書 １２０頁 

事 業 費 ５９６千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計 0 

一 般 財 源 596 

事
業
概
要 

これまでのオーバーツーリズムによる様々な課題の解消、アフターコ

ロナを見据えた観光ルールとしての観光基本条例策定や、これに伴う施

策財源としての宿泊税、宿泊税基金運用について検討を行う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

本町の豊かな観光資源、農業景観を次世代へ引継ぐとともに、魅力あ

る観光地としての磨き上げとＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に即した

観光振興のため、町民、観光事業者、観光客が一体となって取り組む「丘

のまちびえい観光ルール」を観光基本条例として制定するとともに、観

光振興に要する財源としての宿泊税、宿泊税基金条例の制定に向けた議

論を進める。 

 

〇内容 

 検討会議の実施、丘のまちびえい観光ルール検討フォーラムの開催 

 

〇費用内訳 

 １ 報酬   120 千円（学識経験者会議出席分） 

 ２ 報償費   50 千円（観光ルールフォーラム講師謝礼） 

３ 旅費   376 千円（学識経験者来町、検討委員先進地視察） 

４ 事務経費  50 千円（フォーラム開催経費） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 商工観光交流課 

事 業 名 前田真三生誕１００年記念事業 予算書 １２０頁 

事 業 費 １，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計 0 

一 般 財 源 1,000 

事
業
概
要 

本町観光の礎を築かれた故前田真三氏の生誕 100 年を迎えることか

ら、拓真館を中心とする各種記念行事に対する補助を行う。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

美瑛町の風景を写真で世に送り出し、「丘のまちびえい」の魅力を発信

した故前田真三氏が生誕 100 年となることから、拓真館を中心とした実

行委員会を設立し、町民参加型の各種記念イベントを行う。 

 

〇内容 

 生誕 100 年イベント実施に係る経費の補助を行う。 

 

〇費用内訳 

 補助金 1,000 千円（実行委員会補助） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 
商工観光交流課、文化スポー

ツ課 

事 業 名 サイクルツーリズム推進事業 予算書 １２０頁 

事 業 費 １，５００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

いきいきふるさと推進事業助成金 

 

 

750 

 

 

特 定 財 源 合 計 750 

一 般 財 源 750 

事
業
概
要 

丘のまちびえいサイクルスタンプラリー、スノーサイクルフェスティ

バルの実施に対する補助を行う。また、美瑛町サイクルツーリズム推進

協議会（仮称）による美瑛町自転車活用推進計画の策定に向けた検討を

行う。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

美瑛ならではの丘陵景観を楽しむサイクルイベントの支援を行うとと

もに、サイクルツーリズムの推進、走行環境の整備、健康増進や安全対

策など総合的な自転車活用と計画的な施策展開のため、美瑛町自転車活

用推進計画を策定し、地域活性化とＳＤＧｓ推進を図る。 

 

〇内容 

 スポーツ交流イベント実施に係る経費の補助を行う。また、美瑛町サ

イクルツーリズム推進協議会（仮称）による美瑛町自転車活用推進計画

の策定を行う。 

 

〇費用内訳 

 補助金 1,500 千円（実行委員会補助） 

 

○実績（令和３年度） 

 １ 第２回丘のまちびえいサイクルスタンプラリー 

  実施期間：令和３年８月１日から 10 月 17 日までの 78 日間 

  窓口エントリー：328 名、延べ参加者数：1,202 名 

 ２ 第１回びえいビルケの森スノーサイクルフェスティバル 

  ～１２０分耐久レース～ 

  日  程：令和４年２月 27 日 

  参加者数：101 名 

  クラス：ファットバイク・マウンテンバイクのソロとチームで構成 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 商工観光交流課 

事 業 名 交流促進施設管理運営事業 予算書 １２２頁 

事 業 費 ２０，７４７千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計 0 

一 般 財 源 20,747 

事
業
概
要 

ふれあい館ラヴニール内の体験交流施設、宿泊施設と市街地の中核施

設でもある道の駅「びえい丘のくら」の３部門の利用促進及び円滑な管

理を図る。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

 １ 体験部門 

地産農産物などの加工体験を積極的に展開することにより「観光と

農業」の連携を深める。 

２ 宿泊部門 

宿泊利用者と地域の商店街との交流による地域の活性化を図られ

る。 

 ３ 道の駅部門 

観光客及び町民など多くの利用者に対し、本町の特産品の普及促進

が図られるとともに、市街地商店街の振興が図られる。 

 

〇費用内訳 

１ 修繕費    747 千円 

２ 委託料   20,000 千円（指定管理委託料） 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 商工観光交流課 

事 業 名 丘のまちフェスティバル事業 予算書 １２２頁 

事 業 費 ５，９６８千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

過疎対策（ソフト分）交流推進事業債 

 

 

5,600 

 

 

特 定 財 源 合 計 5,600 

一 般 財 源 368 

事
業
概
要 

美瑛町、農協、商工会、観光協会など関係団体が参画する実行委員会

を組織し、様々なイベントを「丘のまちフェスティバル」として総じて

企画、運営する。 

また、令和 3 年度の町民提案を受けて、冬のイルミネーションを取り

入れた飲食店スタンプラリー「雪明りナイト」を新たに企画する。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

町内経済の活性化を図るとともに、町内外に美瑛町の魅力や特産品

などをＰＲするイベントを企画・運営する。 

  

○内容 

１ ＪＲ美瑛駅駅舎ライトアップ 7/24～8/31 

２ 那智・美瑛火祭り      7/24 

３ まちなかビアガーデン    7 月上旬～8 月下旬（予定） 

４ どかんと農業まつり     8/20（予定） 

５ 出会いふれいあい祭り    8 月下旬（予定） 

６ 雪明りナイト        1 月下旬～2 月下旬（予定） 

 

○費用内訳 

１ 駅舎ライトアップ    100 千円 

２ どかんと農業まつり  5,080 千円 

３ まちなかビアガーデン  160 千円 

４ 雪明りナイト      628 千円   計 5,968 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 文化スポーツ課 

事 業 名 十勝岳ジオパーク推進事業 予算書 １２６頁 

事 業 費 １０，４６１千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

丘のまちびえいまちづくり基金繰入金 

 

 

10,000 

特 定 財 源 合 計 10,000 

一 般 財 源 461 

事
業
概
要 

地域の特色を生かしながら「火山と共生する地域づくり」に取り組む

ことで、将来にわたり住民が地域に誇りを持つことができる持続可能な

発展を目指す。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

十勝岳ジオパークエリアの成り立ちや文化・自然などの地域資源を理

解し、広く発信を行い教育やまちづくりに生かしていくことで持続可能

な発展を推進することができる。 

○内容・計画 

 １ ジオパーク推進協議会専門部会が中心となり、地域資源を保全・

活用し、更に地域資源の魅力を再発見する活動。 

 ２ 地域住民への防災教育に関する取組。 

 ３ 地域ガイドの養成とガイドによるツーリズムの展開。 

 ４ ２町共通の商品開発や販売促進を通じた地域貢献活動。 

 ５ 地域の特色を学び、伝える拠点施設（十勝岳火山砂防情報センタ

ー）の整備。 

○実績・経過 

 １ 十勝岳山麓ジオパーク推進協議会設立（2015 年 4 月） 

 ２ 十勝岳ジオパーク推進協議会に名称変更、日本ジオパーク登録申

請（2017 年 4 月、同年 9 月認定見送り） 

 ３ 協議会事務局一本化、更なる活動の充実（2019 年 4 月以降） 

 ４ 日本ジオパーク認定（2021 年 4 月申請、2022 年 1 月認定） 

○費用内訳 

 負担金補助及び交付金：10,461 千円（令和 3 年度繰越金：100 千円） 

※合計を両町で均等負担 

拠点施設整備費：10,724 千円 事務局費：5,321 千円 

専門部会費：   3,408 千円 委託料：    198 千円  

負担金：     1,321 千円 予備費：  150 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 文化スポーツ課 

事 業 名 パークゴルフ場管理運営事業 予算書 １３０頁 

事 業 費 ２２，１８７千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

パークゴルフ場用具等貸出料 

パークゴルフ場使用料 

 

5 

21 

特 定 財 源 合 計 26 

一 般 財 源 22,161 

事
業
概
要 

パークゴルフ場（丸山橋・新区画・みどり橋）3 ヶ所の維持管理を行

う。  

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

身近な体育施設として健康増進に寄与することを目的とし、生涯スポ

ーツの振興を図る。 

○施設概要 

１ 丸山橋  H 2 年 6 月開設 18 ホール（パー66 ） L=959m 

  ２ 新区画  H 9 年 8 月開設 18 ホール（パー66） L=913m 

  ３ みどり橋 H10 年 5 月開設 18 ホール（パー66）L=1,000m 

○経過 

使用料については、平成 29 年度まで有料としていたが、平成 30 年度

から町民は無料、町外者は有料としている。なお、令和 4 年度より管理

については、建設水道課より当課へ移管し維持管理を行う。また、みど

り橋他パークゴルフ場の利用状況を精査し、次年度以降の運営方法を検

討する。 

○パークゴルフ場管理委託料の推移 

R3 21,846,000 円 

 R2 21,098,000 円 

 R1 20,373,960 円 

○費用内訳 

１ 需用費（消耗品費、光熱水費、修繕料等）  331 千円 

２ 委託料（保守・管理委託）       21,856 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 文化スポーツ課 

事 業 名 スポーツセンター改修事業 予算書 １３０頁 

事 業 費 ９９，７００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

緊急防災減災 スポーツセンター改修事業債 

 

 

99,700 

特 定 財 源 合 計 99,700 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

スポーツセンターアリーナ屋根及び外壁の経年劣化に伴う改修工事の

施工。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

アリーナ部の屋根及び外壁に経年劣化が見られるため、施設を適切に

管理していくための改修工事を行う。また、スポーツセンターは美瑛町

地域防災計画による指定避難場所として指定されており、避難場所とし

て施設本体の機能強化を図る。 

○施設の概要 

１ 開設日   平成 18 年 9 月 15 日 

２ 敷地面積       10,681 ㎡ 

３ 延床面積         3,088 ㎡ 

   アリーナ、ランニングコース、武道館、トレーニングルーム他 

〇工事内容 

改修工事一式（スポーツセンターアリーナ部 屋根・外壁改修） 

〇費用の内訳 

工事請負費       99,700 千円 

〇事業計画 

 令和 4 年度 スポーツセンターアリーナ  屋根及び壁改修 一式 

 令和 5 年度 スポーツセンター事務所他  屋根及び壁改修 一式  

○起債の充当率   

緊急防災減災 スポーツセンター改修事業債 100％ 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 文化スポーツ課 

事 業 名 美瑛センチュリーライド事業 予算書 １３２頁 

事 業 費 ７，２００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

過疎対策（ソフト分）イベント推進事業債 

 

 

6,800 

特 定 財 源 合 計 6,800 

一 般 財 源 400 

事
業
概
要 

丘のまちびえいセンチュリーライド事業の適正運営のため、主催者で

ある NPO 法人美瑛エコスポーツ実践会に対し、事業経費の一部を補助す

る。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

秋のサイクリング環境の普及を推進することで年間の滞在型観光への 

広がりが期待できる。 

また、昨年度実施したサイクルスタンプラリー・びえいビルケの森ス

ノーサイクルフェスティバルと連携し、日常的にサイクリングを行える

環境を構築する。 

○内容 

第 13 回丘のまちびえいセンチュリーライド 

１ 日程：令和 4 年 9 月 3 日（土）開会式・競技（ステージ１） 

            ・交歓会 

令和 4 年 9 月 4 日（日）出発式・競技（ステージ２） 

２ 主催：ＮＰＯ法人美瑛エコスポーツ実践会 

○実績・経過 

第 12 回丘のまちびえいセンチュリーライドの実施（開催中止） 

１ 日程：令和 3 年 9 月 5 日（日） 

    1 日開催としコースを 80ｋｍコースのみで設定。 

２ 申込者：293 名 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大と北海道にまん延防止等重

点措置が発出されたことから開催を中止した。 

○費用内訳 

 07 商工費 02 文化スポーツ振興費 08 イベント推進費 

 18 負担金補助及び交付金（補助金） 7,200 千円 

 ※総事業費 15,401 千円 

 ※本事業は、公益財団法人 JKA（競輪）の補助の交付申請をしている。 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 住宅リフォーム等助成事業 予算書 １３４頁 

事 業 費 ２９，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

丘のまちびえいまちづくり基金繰入金 

住宅リフォーム等助成事業交付金 

 

27,000 

1,800 

 

特 定 財 源 合 計 28,800 

一 般 財 源 200 

事
業
概
要 

既存住宅の省エネルギー化・バリアフリー化・一般改修の改修費の一

部について補助を行う。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的 

 町民の誰もが安全で安心して暮らし続けられる住環境の整備を促進す

るとともに、人口流出の抑止と定住化を図る。 

○内容 

 １ 省エネルギー化 助成率 1/2 上限 100 千円 

 ２ バリアフリー化 助成率 1/2 上限 300 千円 

 ３ 一般改修    助成率 1/2 上限 100 千円 

  ※対象事業費 100 千円以上 

○効果 

 良質な街並みの維持と良質な住宅ストックの形成を促進する事で、人

口流出の抑止と定住促進が期待できる。 

○事業計画・費用の内訳 

 １ 省エネルギー化  10 件×100 千円＝ 1,000 千円 

 ２ バリアフリー化  10 件×300 千円＝ 3,000 千円 

 ３ 一般改修    250 件×100 千円＝25,000 千円 計 29,000 千円 

○補助対象者 

 本町の住民基本台帳に 3 年以上登録されている者で、自らが所有し、

居住する築 20 年を経過している住宅を改修する者 

○過去の実績 

 令和４年度新規事業 

○事業期間 

 令和４年４月１日～ 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 街路樹等景観整備事業 予算書 １３６頁 

事 業 費 ５，７３１千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

丘のまちびえいまちづくり基金繰入金 

 

 

5,700 

 

 

特 定 財 源 合 計 5,700 

一 般 財 源 31 

事
業
概
要 

美瑛町街路樹等景観整備計画に基づき、地域住民と協力し合い、街路

樹の植栽、剪定、街路灯に覆いかぶさり防犯上好ましくない樹木の伐採

等の維持管理を行う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 街路樹のみどりを維持・再生する事により、町民及び本町を訪れる多

くの人々に潤いや安らぎを与える市街地景観を創出する。 

○内容・費用 

 １ 委託費   5,001 千円 

 （１）整姿剪定・・・60 本 

 （２）伐  採・・・20 本 

 （３）抜根処理・・・10 箇所 

 ２ 工事請負費  730 千円 

 （１）植  栽・・・15 本 

○実績・経過 

令和３年度 3,267 千円（剪定 100 本、抜根 11 箇所、植栽 14 本） 

令和２年度 3,341 千円（剪定 81 本、抜根 12 箇所、植栽 14 本） 

 令和元年度 5,748 千円（剪定 69 本、抜根 52 箇所、植栽 31 本） 

○その他参考事項 

 美瑛町街路樹等景観整備計画：平成２９年１０月制定 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 丸山通り線道路長寿命化事業 予算書 １３６頁 

事 業 費 ３０，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

公共施設適正管理 丸山通り線道路長寿命化事業債 

 

 

27,000 

 

 

特 定 財 源 合 計 27,000 

一 般 財 源 3,000 

事
業
概
要 

道道十勝岳温泉美瑛線と環状通り線を結ぶ L=918ｍの舗装の亀裂及び

わだち掘れの解消を行う道路長寿命化工事を実施する。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

舗装の亀裂及びわだち掘れを早期に解消することにより、道路の長寿

命化に繋がり安心安全な通行の確保が図られる。 

〇内容 

実施設計 Ｌ＝918ｍ 舗装維持補修工 Ｌ＝300ｍ 

〇事業計画 

１ 事業期間  令和 4 年度～令和 6 年度 

２ 事 業 費 90 百万円（概算） 

３ 事業概要  実施設計 Ｌ＝918ｍ 

         舗装維持補修工 Ｌ＝918ｍ 

○過去の実績（令和３年度まで） 

  なし  

○費用の内訳 

 １ 工事請負費   20,000 千円 

 ２ 委託料     10,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 朗根内上俵真布線道路改良舗装事業 予算書 １３６頁 

事 業 費 １４，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

朗根内上俵真布線道路改良舗装事業交付金 

辺地対策 朗根内上俵真布線道路整備事業債 

 

8,855 

5,100 

 

特 定 財 源 合 計 13,955 

一 般 財 源 45 

事
業
概
要 

道道天人峡美瑛線と朗根内地区、俵真布地区を結ぶ幹線道路である。

舗装の亀裂や路肩が下がるなど、凍上による損傷が著しいため整備を行

う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

道路交通の安全とその円滑化を図るとともに、日常生活の利便性の向

上と地域の活性化を図る。 

○内容 

用地購入一式、立木等補償一式 

○事業計画 

１ 事 業 期 間  平成 22 年度～令和 10 年度 

２ 事 業 費 807 百万円（概算） 

３ 事 業 概 要  全体延長Ｌ＝6,240ｍ 

         幅員Ｗ＝9.0ｍ（5.5ｍ＋1.75ｍ×2） 

○過去の実績（令和 3 年度まで） 

 １ 事 業 費 525,727 千円 

 ２ 事 業 概 要  改良舗装Ｌ＝1,900ｍ 

改良(Ｌ側のみ暫定施工)Ｌ＝1,040ｍ 

○費用の内訳 

 １ 公有財産購入費（用地購入）   1,800 千円 

 ２ 補償補填及び賠償金（補償金） 12,200 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 北瑛旭第６線道路改良舗装事業 予算書 １３６頁 

事 業 費 １００，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

北瑛旭第６線道路改良舗装事業交付金 

辺地対策 北瑛旭第６線道路整備事業債 

 

63,250 

36,700 

 

特 定 財 源 合 計 99,950 

一 般 財 源 50 

事
業
概
要 

国道４５２号と町道旭美瑛線を結ぶ路線であり、農産物輸送や観光名

所を巡るルートとして利用されているが、現道が狭く舗装のひび割れも

数多くあり通行に支障をきたしており、これらを解消するため整備を行

う。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

農産物輸送の効率化、観光名所へのアクセスの円滑化が図られ、安心・

安全な通行が確保できる。 

〇内容 

  改良舗装Ｌ＝170ｍ 用地杭設置業務 １式 

〇事業計画 

 １ 事業期間 平成 23 年度～令和 4 年度 

 ２ 事 業 費 813 百万円 

 ３ 事業概要 全体延長Ｌ＝2,600ｍ 

        幅員Ｗ＝9.0m（5.5ｍ+1.75ｍ×2） 

〇過去実績（令和３年度まで） 

 １ 事 業 費 712,495 千円 

 ２ 概 要 改良舗装Ｌ＝2,430ｍ 

〇費用の内訳 

 １ 工事請負費 90,000 千円 

 ２ 委託料   10,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 美園村山線道路改良舗装事業 予算書 １３６頁 

事 業 費 １５０，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

美園村山線道路改良舗装事業交付金 

辺地対策 美園村山線道路整備事業債 

 

72,000 

78,000 

 

特 定 財 源 合 計 150,000 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

道道美馬牛神楽線と町道美田美瑛線を結び、農産物の集出荷や観光地

へのアクセス路線であるが、未改良で挟隘のためすれ違いも困難であり、

これらを解消するため整備を行う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

安心安全な生活幹線道路の確保、市街地や各施設へのアクセスを円滑

にし、地域の活性化が図られる。 

〇内容 

改良Ｌ＝182ｍ、舗装Ｌ＝302ｍ、旧橋解体、河川護岸工 

〇事業計画 

 １ 事業期間 平成 23 年度～令和 5 年度 

 ２ 事 業 費 803 百万円（概算） 

 ３ 事業概要 全体延長Ｌ＝1,022m 橋梁２基（美園橋、一号橋） 

幅員Ｗ＝8.0m（5.5ｍ+1.25ｍ×2） 

〇過去実績（令和３年度まで） 

 １ 事 業 費 611,614 千円 

 ２ 概 要 改良Ｌ＝700ｍ 舗装Ｌ＝580ｍ 

 橋梁２基（美園橋、一号橋）    

〇費用の内訳 

 １ 工事請負費 150,000 千円 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



- 67 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 赤羽下宇莫別線道路改良舗装事業 予算書 １３６頁 

事 業 費 ３０，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

過疎対策 赤羽下宇莫別線道路整備事業債 

 

 

30,000 

 

 

特 定 財 源 合 計 30,000 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

近年、観光スポットとして紹介され観光客が訪れるようになったが、

現道は未改良で幅員も狭く農作業に支障をきたしており、これらを解消

するため整備を行う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

整備により、安心安全な通行が確保され、農作業効率の向上が図られ

ると共に、観光客の安全も確保される。 

○内容 

改良Ｌ＝160ｍ、舗装Ｌ＝370ｍ 

○事業計画 

１ 事 業 期 間  平成 25 年度～令和 7 年度 

 ２ 事 業 費 273 百万円（概算） 

 ３ 事 業 概 要  全体延長Ｌ＝1,900ｍ 

        幅員Ｗ＝5.5ｍ（4.0ｍ＋0.75ｍ×2） 

○過去の実績（令和 3 年度まで） 

 １ 事 業 費 150,018 千円 

２ 事 業 概 要  改良Ｌ＝965ｍ、舗装Ｌ＝735ｍ 

○費用の内訳 

 工事請負費 30,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 旭美瑛線道路改良舗装事業 予算書 １３８頁 

事 業 費 ７０，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

旭美瑛線道路改良舗装事業交付金 

辺地対策 旭美瑛線道路整備事業債 

 

44,275 

25,700 

 

特 定 財 源 合 計 69,975 

一 般 財 源 25 

事
業
概
要 

市街地と旭川市を結ぶ幹線道路であり、町民をはじめ観光客も多く利

用する重要路線であるが、通行量の増加で路面が著しく損傷している。

また、路側帯も狭いため自転車通行も危険な状況であり、これらを解消

するため整備を行う。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

道路利用者の快適な通行が確保され、路側帯が拡幅されることにより

自転車通行帯が確保され自転車の安全な通行が可能となる。 

〇内容 

 改良舗装Ｌ＝350ｍ 

○事業計画 

 １ 事業期間 平成 27 年度～令和 8 年度 

 ２ 事 業 費 553 百万円（概算） 

 ３ 事業概要 全体延長Ｌ＝2,600m 

幅員Ｗ＝9.0m（5.5ｍ+1.75ｍ×2） 

〇過去実績（令和３年度まで） 

 １ 事 業 費 161,587 千円 

２ 概 要 実施設計・用地確定測量 Ｌ＝2,600ｍ 

       改良・舗装 Ｌ＝510ｍ 函渠工 

〇費用の内訳 

 １ 工事請負費   70,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 新星第１線道路改良舗装事業 予算書 １３８頁 

事 業 費 ３０，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

辺地対策 新星第１線道路整備事業債 

 

 

30,000 

 

 

特 定 財 源 合 計 30,000 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

本路線は、新栄新星線と美馬牛新星線とを結ぶ未改良道路であり、降

雨時や融雪期において悪路になり作業機械の通行に支障をきたしている

ため改良舗装を実施する。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

安心安全な通行が確保され、農作業効率の向上が図られると共に、観

光客の安全も確保される。 

〇内容 

改良Ｌ＝300ｍ 

〇事業計画 

 １ 事業期間 平成 26 年度～令和 5 年度 

 ２ 事 業 費 81 百万円（概算） 

 ３ 事業概要 全体延長Ｌ＝642m 

幅員Ｗ＝5.0m（4.0ｍ+0.50ｍ×2） 

〇過去実績（令和３年度まで） 

 １ 事 業 費 42,847 千円 

２ 概 要 概略設計、詳細設計、改良Ｌ＝292ｍ 

〇費用の内訳 

 １ 工事請負費   30,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 藤野協成線道路改良舗装事業 予算書 １３８頁 

事 業 費 ２０，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

過疎対策 藤野協成線道路整備事業債 

 

 

20,000 

 

 

特 定 財 源 合 計 20,000 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

本路線は藤野地区と美沢地区を結ぶ２級道路で、主に農業生産に利用

されている郊外でも交通量の多い路線であるが、未舗装であることで農

作業車の交通に支障をきたしているため、現道敷地幅での舗装を行う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

農作業の効率化が期待できると共に、作業車両の安全な通行が確保さ

れる。 

〇内容 

舗装 Ｌ＝600m 

〇事業計画 

 １ 事業期間 平成 29 年度～令和 5 年度 

 ２ 事 業 費 104 百万円 

 ３ 事業概要 全体延長Ｌ＝3,100m 

幅員Ｗ＝5.5m（4.0ｍ+0.75ｍ×2） 

〇過去実績（令和３年度まで） 

 １ 事 業 費 66,500 千円 

２ 概 要 舗装 Ｌ＝2,100m 

〇費用の内訳 

 １ 工事請負費 20,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 美沢１８線道路改良舗装事業 予算書 １３８頁 

事 業 費 ６０，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

美沢１８線道路改良舗装事業交付金 

辺地対策 美沢１８線道路整備事業債 

 

37,950 

22,000 

 

特 定 財 源 合 計 59,950 

一 般 財 源 50 

事
業
概
要 

道道十勝岳温泉美瑛線から町道美沢 3 号線を通過し、町道第 2 号幹線

と連結する十勝岳火山噴火災害に伴う避難路、及び生活道路を整備する。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

生活環境の向上、十勝岳火山噴火災害に伴う沿線住民や観光客などの

迅速な避難誘導が図られる。 

〇内容 

改良舗装Ｌ＝300ｍ 

〇事業計画 

１ 事業期間  令和 2 年度～令和 7 年度 

２ 事 業 費 319 百万円（概算） 

３ 事業概要  全体延長Ｌ＝1,390ｍ 

幅員Ｗ＝5.5ｍ（4.0ｍ＋0.75ｍ×2） 

〇過去の実績（令和３年度まで） 

１ 事 業 費  77,346 千円 

２ 概 要 実施設計・用地確定測量 Ｌ＝1,390ｍ 

        用地購入 改良舗装 Ｌ＝220ｍ 

〇費用の内訳 

 １ 工事請負費   60,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 新星線道路改良舗装事業 予算書 １３８頁 

事 業 費 ７５，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

新星線道路改良舗装事業交付金 

辺地対策 新星線道路整備事業債 

 

47,437 

27,500 

 

特 定 財 源 合 計 74,937 

一 般 財 源 63 

事
業
概
要 

本路線は道道美沢美馬牛線と市街地を連絡する重要な路線であり、観

光名所を巡る道路として多くの観光客が利用しているが、道路が狭隘な

ため交通に支障をきたしているため、道路の整備をする。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

道路利用者の快適な通行が確保される。また、路側帯が拡幅されるこ

とにより自転車通行帯が確保され自転車の安全な通行が可能となる。 

〇内容 

改良舗装Ｌ＝350ｍ 

〇事業計画 

１ 事業期間  令和 2 年度～令和 6 年度 

２ 事 業 費 300 百万円（概算） 

３ 事業概要  全体延長Ｌ＝1,105ｍ 

         幅員Ｗ＝9.0m（5.5ｍ+1.75ｍ×2） 

〇過去の実績（令和３年度まで） 

１ 事 業 費  70,665 千円 

２ 概 要 実施設計・用地確定測量  

        用地購入 改良舗装 Ｌ＝160ｍ 

〇費用の内訳 

 １ 工事請負費   75,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 白金美瑛線道路改修事業 予算書 １３８頁 

事 業 費 ５０，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

緊急自然災害 白金美瑛線道路改修事業債 

 

 

50,000 

 

 

特 定 財 源 合 計 50,000 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

降雨及び融雪により被災を受けた道路法面及び護岸の復旧を行う。 

 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

降雨及び融雪により被災を受けた道路法面及び護岸の復旧を行い、安

心安全な通行を確保し、再度被災防止対策が図られる。 

〇内容 

護岸工 Ａ＝1,089 ㎡ 

〇事業計画 

１ 事業期間  令和 3 年度～令和 4 年度 

２ 事 業 費 122 百万円（概算） 

３ 事業概要  護岸工全体面積Ａ＝2,257 ㎡ 

         根継ぎコンクリート Ｌ＝161ｍ 

〇過去の実績（令和３年度まで） 

１ 事 業 費  72,000 千円 

２ 概 要 護岸工 Ａ＝1,168 ㎡ 

        根継ぎコンクリート Ｌ＝161ｍ 

〇費用の内訳 

 １ 工事請負費   50,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 新区画向上通学線橋梁架替事業 予算書 １３８頁 

事 業 費 ２４，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

置杵牛川改修事業負担金 

 

 

24,000 

 

 

特 定 財 源 合 計 24,000 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

置杵牛川河川拡幅（北海道河川改修事業）に伴い町道橋の架替が必 

要になるため藤野橋の架替を行う。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

藤野橋架け替えにより、河川拡幅後も従前どおりの機能を維持し、安

全安心な通行が図られる。 

〇内容 

橋梁詳細設計 

〇事業計画 

１ 事業期間  令和 4 年度～令和 8 年度 

２ 事 業 費 220 百万円（概算） 

３ 事業概要  橋梁詳細設計 橋梁工（藤野橋） 

         旧橋解体工 用地購入 

〇過去の実績（令和３年度まで） 

 なし  

〇費用の内訳 

 １ 委託料     24,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 雪寒建設機械整備事業 予算書 １３８頁 

事 業 費 ３３，３８２千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

雪寒建設機械整備費補助金 

過疎対策 雪寒建設機械整備事業債 

 

20,666 

12,700 

 

特 定 財 源 合 計 33,366 

一 般 財 源 16 

事
業
概
要 

導入から 15 年経過（9,800 時間使用）した除雪ドーザー（13ｔ）の更

新を行う。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 経年劣化による馬力不足、及び故障多発生に伴う作業不能状態を解消

し、除排雪作業等をより迅速に実施する事で、町民の生活路線を確保す

る。 

○内容・費用 

 備品購入費  33,382 千円 

  ・除雪ドーザー（13ｔ）1 台 

○その他参考事項 

 補助事業の補助率 2/3 

 既存機械取得日  平成 19 年 11 月 19 日 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 憩ヶ森公園改修事業 予算書 １４４頁 

事 業 費 １３，３５０千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

公共施設等整備基金繰入金 

 

 

13,300 

 

 

特 定 財 源 合 計 13,300 

一 般 財 源 50 

事
業
概
要 

本公園は、市街地を見渡せる豊かな緑に包まれた空間を生かした町内

唯一の地区公園であるが、維持管理では対応できない範囲まで施設の老

朽化が進んでいるため、老朽化の進んだ施設の改修を実施し、公園利用

者が安心できる安全で快適な都市公園機能を確保する。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

安全で快適な都市公園機能を確保するため、美瑛町公園施設長寿命化

計画に基づき、老朽化が進んでいる施設の改築更新等を実施する。また、

多くの方々が利用しやすい開放的で安全な公園を目指し整備を進める。 

○内容 

北側広場改修一式（照明灯ＬＥＤ化、噴水防汚加工ほか） 

○事業計画 

１ 事 業 期 間  平成 22 年度～令和 6 年度 

２ 事 業 費 298 百万円（概算） 

３ 事 業 概 要  地区公園施設改修 1 式（Ａ＝7.66ｈａ） 

○過去の実績（令和 3 年度まで） 

 １ 事 業 費 177,943 千円 

２ 事 業 概 要  日本庭園改修、園路改修、展望台改修 ほか 

○費用の内訳 

 １ 工事請負費 12,450 千円 

 ２ 原 材 料 費    900 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 77 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 ことぶき公園改修事業（まちづくり提案） 予算書 １４４頁 

事 業 費 ５０，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

公共施設等整備基金繰入金 

 

 

50,000 

 

 

特 定 財 源 合 計 50,000 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

本公園は市街地の中央に位置し、遊戯施設等の整備も完了しており、

子供たちに人気の街区公園のひとつである。まちづくり提案を受けて、

小さな子供たちが水と触れ合える施設を整備し、より公園利用の活性化

を図る。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

徒渉池を整備することにより、遊戯施設や運動広場と一体となり、公

園利用の活性化が図られる。 

○内容 

徒渉池整備一式（徒渉池躯体、設備類ほか） 

○事業計画 

１ 事 業 期 間  令和 3 年度～令和 4 年度 

２ 事 業 費 53 百万円（概算） 

３ 事 業 概 要  徒渉池整備一式 

○過去の実績（令和 3 年度まで） 

 １ 事 業 費 2,750 千円 

２ 事 業 概 要  調査・設計一式（徒渉池） 

○費用の内訳 

 工事請負費 50,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 東町公園改修事業 予算書 １４４頁 

事 業 費 １９，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

東町公園改修事業交付金 

公共施設等整備基金繰入金 

 

9,500 

9,500 

 

特 定 財 源 合 計 19,000 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

本公園は昭和６１年に供用開始した公園面積０．６４ｈａの街区公園

である。供用開始から３５年以上経過し、維持管理では対応できない範

囲まで施設の老朽化が進み、設置されている遊具等の安全性が確保され

ていない。このため、美瑛町公園施設長寿命化計画に基づき、老朽化が

進み危険度の高い施設の更新を実施し、公園利用者が安心できる安全で

快適な都市公園機能の確保を目指す。 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

安全で快適な都市公園機能を確保するため、美瑛町公園施設長寿命化

計画に基づき、老朽化が進み危険度の高い施設の改築更新等を実施する。 

○内容 

遊戯施設改修一式（複合遊具 1 基） 

○事業計画 

１ 事 業 期 間  令和 4 年度 

２ 事 業 費 19 百万円 

３ 事 業 概 要  街区公園遊戯施設改修一式 

○費用の内訳 

 工事請負費 19,000 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 79 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 さくら公園改修事業 予算書 １４４頁 

事 業 費 ８，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

さくら公園改修事業交付金 

公共施設等整備基金繰入金 

 

4,000 

4,000 

 

特 定 財 源 合 計 8,000 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

本公園は平成２年に供用開始した公園面積０．３９ｈａの街区公園で

ある。供用開始から３０年以上経過し、維持管理では対応できない範囲

まで施設の老朽化が進み、設置されている遊具等の安全性が確保されて

いない。このため、美瑛町公園施設長寿命化計画に基づき、老朽化が進

み危険度の高い施設の更新を実施し、公園利用者が安心できる安全で快

適な都市公園機能の確保を目指す。 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

安全で快適な都市公園機能を確保するため、美瑛町公園施設長寿命化

計画に基づき、老朽化が進み危険度の高い施設の改築更新等を実施する。 

○内容 

遊戯施設改修一式（遊具 2 基） 

○事業計画 

１ 事 業 期 間  令和 4 年度 

２ 事 業 費 8 百万円 

３ 事 業 概 要  街区公園遊戯施設改修一式 

○費用の内訳 

 工事請負費 8,000 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課 

事 業 名 北西の丘展望公園改修事業 予算書 １４４頁 

事 業 費 ２２，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

公共施設等整備基金繰入金 

 

 

22,000 

 

 

特 定 財 源 合 計 22,000 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

浄化センターの用途廃止に伴い、これまで汲取り式であった公衆トイ

レを浄化槽式に更新すると共に、老朽化が激しい設備の改修を行う。 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 観光地の公衆トイレを浄化槽に更新することで、し尿処理費を軽減す

ることが出来る。また、苦情の多い悪臭問題の軽減にも繋がり、公衆ト

イレの衛生環境の向上が期待できる。 

○内容・費用の内訳 

 工事請負費  22,000 千円 

 （１）合併処理浄化槽（35 人槽）１基 

 （２）トイレ設備更新他 一式 

○事業計画 

 事業期間 令和４年度 完了 

○実績・経過 

 建設：平成６年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 81 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 住民生活課 

事 業 名 南町団地改修事業 予算書 １４６頁 

事 業 費 １６，８０８千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

公共施設等整備基金繰入金 

 

 

16,700 

 

 

特 定 財 源 合 計 16,700 

一 般 財 源 108 

事
業
概
要 

 南町団地２号棟は平成 10 年に建築され、屋上にはウレタン防水が施工

されている。一般的にウレタン防水の効果は 10 年であり、耐久度に限界

を迎えている。 

経年により複数個所に剥離等の劣化が見られ、放置すれば漏水の原因

となるばかりではなく躯体に浸水すると建物自体の寿命も縮めることか

ら、改修工事を実施する。 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 施設の長寿命化及び入居者へ安心した住環境の提供 

○内容 

 南町団地２号棟屋上防水改修工事 

○事業計画 

１ 施工場所 美瑛町南町１丁目４番 

２ 構 造 等 平成 10 年築 RC 造３階建て 

３ 工事数量 屋上防水 674 ㎡、庇防水 312 ㎡ 

４ 施行期間 ３か月間 

○根拠法令等 

 公営住宅法第 15 条（管理義務） 

○経過 

 平成 30 年度 南町団地１号棟屋上防水改修工事 

○その他参考事項 

 防水保証 10 年間 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 住民生活課 

事 業 名 公営住宅等長寿命化計画更新事業 予算書 １４６頁 

事 業 費 １，７４２千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

社会資本整備総合交付金 

 

 

762 

 

 

特 定 財 源 合 計 762 

一 般 財 源 980 

事
業
概
要 

 公営住宅等ストックの適切なマネジメントを行うべく、平成２６年度

に策定された「美瑛町公営住宅等長寿命化計画」を社会情勢の変化や公

営住宅の需要に合わせ計画の見直しを行う。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 公営住宅等の状況や将来的な需要見通しを踏まえた効率的かつ効果的

な事業方法を選定し、長寿命化のための事業実施予定を作成することに

より計画的な管理改善を図り、ライフサイクルコストの縮減等をめざす。 

○内容 

 美瑛町公営住宅等長寿命化計画の更新 

○根拠法令等 

 公営住宅等長寿命化計画策定指針 

○費用の内訳 

１ 旅費     23 千円 

  計画策定に係る職員旅費 

２ 郵便料    25 千円 

入居者アンケート返信料 

３ 委託料   1,694 千円 

○その他参考事項 

 計画期間 令和５年度～10 年間 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 教育委員会管理課 

事 業 名 英語指導助手（ＡＬＴ）管理事業 予算書 １５０頁 

事 業 費 １０，５０６千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 10,506 

事
業
概
要 

平成２年度からＪＥＴプログラム事業や町単独事業により外国語指導

助手を招致し、小中学校の英語科の授業において、担任、教科担当及び

専科教諭とともにＴＴ方式により授業を行っている。 

※Ｒ４より「小学校国際交流の語学指導事業」と統合 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的 

 英語指導助手（ＡＬＴ）の派遣を行うことで、外国語能力の向上及び

国際理解教育等の充実・改善を図るとともに、外国語によるコミュニケ

ーション能力と豊かな国際感覚を身につけた児童生徒の育成に資する。 

○内容 

 ＪＥＴプログラム任用ＡＬＴや町費ＡＬＴを各学校に派遣し、子供た

ちが英語に触れる機会の確保に努める。 

 小学校３・４学年：外国語活動 

 小学校５・６学年及び中学生：外国語授業 

○実績（Ｒ２実績） 

 ＪＥＴプログラム任用ＡＬＴ 小学校 56 回 中学校 80 回 

 町単費ＡＬＴ        小学校 241 回 

○費用内訳 

１ 報酬       8,285 千円 

２ 職員手当等     953 千円 

３ 共済費       576 千円 

４ 旅費        34 千円 

５ 需用費（消耗品費） 25 千円 

６ 委託料       33 千円 

７ 使用料及び賃借料  486 千円 

８ 負担金及び交付金  114 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 教育委員会管理課 

事 業 名 不登校児童・生徒等支援事業 予算書 １５２頁 

事 業 費 ８５９千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計  

一 般 財 源 859 

事
業
概
要 

これまでは、不登校傾向にある児童・生徒等の悩みを相談するため、

町民センターの一室を活用し、週３日相談員を配置してきた。 

今後は、場所を変え、毎日相談員を配置し、より利用しやすい環境と

なるよう充実を図る。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的 

不登校傾向にある児童・生徒が、より自身の悩み相談しやすい環境を

整える。 

○効果 

これまでは、様々な町民等が出入りする公用施設の一部を利用してき

たため、人目に触れやすく、抵抗感の強い児童・生徒にとっては、通い

づらい環境にあった。今回場所を変更することで、学校に足が向かない

児童・生徒がより相談しやすい環境となる。 

○内容 

学校に通えない子どもが通いやすい環境を整えるため、空室となって

いる教職員住宅の施設整備を行う。 

○費用内訳 

１ 需用費（消耗品費）     212 千円 

２ 需用費（燃料費）      50 千円 

３ 需用費（光熱水費）      69 千円 

４ 需用費（修繕料）      300 千円 

５ 役務費（通信運搬費）    98 千円 

６ 備品購入費         130 千円 

 

 

 

 

 

 



- 85 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 教育委員会管理課 

事 業 名 小学校支援教育推進事業 予算書 １６０頁 

事 業 費 ２，９４２千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

特別支援教育就学奨励費補助金 

 

 

1,138 

 

 

特 定 財 源 合 計 1,138 

一 般 財 源 1,804 

事
業
概
要 

特別支援学級における環境整備を行う。 

特別支援学級在籍児童の保護者の経済的負担の軽減を図るため、就学

に必要な学用品等の経費の一部を援助する。 

支援が必要となる児童の状態を客観的に把握するために、児童が医療

機関を受診する際、教職員の同行に係る交通費を支給する。 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的 

 特別支援学級に在籍する児童について、個々の状態に適した教材等を

整備することで、一人一人のニーズにあった授業を行う。 

 医療の専門的な見地による診断をもとに、総合的な観点から支援を進

めていく。 

 特別支援学級に在籍する児童の保護者へ学用品や体育実技用具等の必

要な費用を援助し、経済的負担の軽減を図る。 

○費用内訳 

１ 需用費（消耗品費）  404 千円 

２ 備品購入費        66 千円 

３ 負担金及び交付金   196 千円 

４ 扶助費       2,276 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 教育委員会管理課 

事 業 名 中学校支援教育推進事業 予算書 １６６頁 

事 業 費 １，９７４千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

特別支援教育就学奨励費補助金 

 

 

756 

 

 

特 定 財 源 合 計 756 

一 般 財 源 1,218 

事
業
概
要 

特別支援学級における環境整備を行う。 

特別支援学級在籍生徒の保護者の経済的負担の軽減を図るため、就学

に必要な学用品等の経費の一部を援助する。 

支援が必要となる生徒の状態を客観的に把握するために、生徒が医療

機関を受診する際、教職員の同行に係る交通費を支給する。 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的 

 特別支援学級に在籍する生徒について、個々の状態に適した教材等を

整備することで、一人一人のニーズにあった授業を行う。 

 医療の専門的な見地による診断をもとに、総合的な観点から支援を進

めていく。 

 特別支援学級に在籍する生徒の保護者へ学用品や体育実技用具等の必

要な費用を援助し、経済的負担の軽減を図る。 

○費用内訳 

１ 需用費（消耗品費）  140 千円 

２ 負担金及び交付金   322 千円 

３ 扶助費       1,512 千円 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課水道整備室 

事 業 名 地方公営企業会計適用事業 予算書 ２２６頁 

事 業 費 ４，０６０千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計 0 

一 般 財 源 4,060 

事
業
概
要 

水力発電事業は、財務内容の明確化を図るために公営企業会計の適用

を要請されております。公営企業化に向けた移行事務と運営に必要とな

る会計システム導入を実施します。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

企業会計方式の経理を行うことにより、経費負担の原則が明確に示さ

れるとともに、収入、コスト、資金調達状況を適切に区分して表示され

る財務諸表等を通して、経営状況の明確化と経営基盤の強化を図る。 

 

○内容 

 １ 法適用移行事務 

２ 会計システム導入 

 

○費用内訳 

 委託料 4,060 千円 

 

○その他参考事項 

 法適用時期 令和５年４月１日 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課水道整備室 

事 業 名 ２１号井新設事業 予算書 ２４５頁 

事 業 費 １１７，８６７千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

一般会計繰入金 

 

 

117,867 

 

 

特 定 財 源 合 計 117,867 

一 般 財 源 0 

事
業
概
要 

 白金泉源全体の湯量が不足しており、泉源井の新設事業を実施するこ

とにより、揚湯量の確保及び湯温上昇を図り、温泉の安定的な供給を確

保する。 

 令和４年度においては、泉源井２１号井の新設工事を実施するととも

に、揚湯試験及び動力許可申請の手続きを行う。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的・効果 

 白金温泉全体の揚湯量の増加及び湯温上昇を図り、安定的な供給を確

保する。 

○内容・計画 

 １ 事業内容 

   泉源井（21 号井）の新設 

 ２ 事業計画 

 （１）新設工事の実施（掘削工事、電気設備、計装設備、配管設備、

動力ポンプ及びポンプ小屋） 

 （２）揚湯試験及び動力許可申請 

○実績・経過 

 １ 各泉源井の設備が経年により、徐々に揚湯量及び湯温が低下 

 ２ 18 号井浚渫整備事業（Ｒ2 実施）により、揚湯量及び湯温が低下 

 ３ 泉源井（21 号井）新設に向けた関係機関との協議、掘削許可申請

及び新規掘削調査・測量業務（Ｒ3 実施） 

○費用内訳 

 １ 旅費           34 千円 

 ２ 役務費         113 千円 

 ３ 工事請負費     117,700 千円 

 ４ 補償補填及び賠償金    20 千円 

○その他参考事項 

 関係法令 温泉法 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課水道整備室 

事 業 名 本町地区浄水場次亜注入設備更新工事 予算書 ２８７頁 

事 業 費 ４，５８０千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計 0 

一 般 財 源          4,580 

事
業
概
要 

本町地区浄水場の浄水処理に必要な薬品である次亜塩素酸ナトリウム

を注入する設備機器が経年劣化により故障し、安定的な薬品注入を行う

ことが出来ないため更新する。 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

 安全な水道水の水質確保を図る 

 

〇内容・計画 

 次亜注入設備（ポンプ 2 台、薬液タンク 2 基）更新 

 

〇経過 

設置から 23 年経過（平成 10 年度施工） 

 

〇費用内訳 

 工事請負費 4,580 千円 

  

〇その他参考事項 

 １ 関係法令  

水道法 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 90 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課水道整備室 

事 業 名 美沢１８線配水管布設替工事 予算書 ２８７頁 

事 業 費 ５，１４０千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

水道事業債 

 

 

5,100 

 

 

特 定 財 源 合 計 5,100 

一 般 財 源          40 

事
業
概
要 

水道施設の老朽化により道路改良に伴う更新に併せて、自然災害に備

えた施設の強靭化対策のため配水管の材質を変更する。（塩ビ管からポリ

エチレン管） 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

 安全・安心で安定的な水道水の供給と施設の強靭化対策を図る 

 

〇内容・計画 

 １ 町道美沢 18 線（字美沢早崎） 

    管路延長 ＰＰφ50 Ｌ＝190ｍ 

 

〇経過 

 設置から 35 年経過（昭和 61 年度施工） 

 

〇費用内訳 

 工事請負費 5,140 千円 

  

〇その他参考事項 

 １ 関係法令  

水道法、道路法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 91 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課水道整備室 

事 業 名 
道路改良に伴う配水管布設替工事 

（道道十勝岳温泉美瑛線） 
予算書 ２８７頁 

事 業 費 １２，０００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

道工事補償金 

 

 

1,500 

 

 

特 定 財 源 合 計 1,500 

一 般 財 源          10,500 

事
業
概
要 

道道十勝岳温泉美瑛線の道路改良により支障となる配水管の移転工事

に併せて、自然災害に備えた施設の強靭化対策のため配水管の材質を耐

震管へ変更する。（塩ビ管からダクタイル鋳鉄管） 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

 安全・安心で安定的な水道水の供給と施設の強靭化対策を図る 

 

〇内容・計画 

 １ 道道十勝岳温泉美瑛線（字白金） 

 令和 4 年度 ＤＣＩＰ（ＧＸ）φ150 Ｌ＝50ｍ 

ＤＣＩＰ（ＧＸ）φ200 Ｌ＝50ｍ 

 

〇経過 

 ＶＰφ150 設置から 33 年経過（昭和 63 年度施工） 

ＶＰφ200 設置から 42 年経過（昭和 54 年度施工） 

 

〇費用内訳 

 工事請負費 12,000 千円 

  

〇その他参考事項 

 １ 関係法令  

水道法、道路法 

 ２ 公共補償基準 

北海道建設部の所管に係る公共施設に伴う公共補償基準の運用方 

針 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課水道整備室 

事 業 名 旭町３丁目線配水管布設替工事 予算書 ２８７頁 

事 業 費 １０，３８０千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計 0 

一 般 財 源          10,380 

事
業
概
要 

水道施設の老朽化に伴う計画的な更新に併せて、自然災害に備えた施

設の強靭化対策のため配水管の材質を耐震管へ変更する。（塩ビ管からポ

リエチレン管） 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

 安全・安心で安定的な水道水の供給と施設の強靭化対策を図る 

 

〇内容・計画 

 １ 町道旭町 3 丁目線配水管布設替                 

 令和 4 年度   ＨＰＰＥφ150 Ｌ＝ 72ｍ 

 令和 5〜6 年度 ＨＰＰＥφ150 Ｌ＝487ｍ 

 

〇実績・経過 

令和 3 年度 ＨＰＰＥφ150 Ｌ＝21ｍ 

設置から 42 年経過（昭和 54 年度設置） 

 平成 29、30、令和元年度漏水事故発生管路 

 

〇費用内訳 

 工事請負費 10,380 千円 

  

〇その他参考事項 

 １ 関係法令  

水道法、道路法 

 

 

 

 

 

 



- 93 - 

令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課水道整備室 

事 業 名 新星線配水管布設替工事 予算書 ２８７頁 

事 業 費 ４，９００千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計 0 

一 般 財 源          4,900 

事
業
概
要 

水道施設の老朽化により道路改良に伴う更新に併せて、自然災害に備

えた施設の強靭化対策のため配水管の材質を変更する。（塩ビ管からポリ

エチレン管） 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

 安全・安心で安定的な水道水の供給と施設の強靭化対策を図る 

 

〇内容・計画 

 １ 町道新星線配水管布設替                  

令和 4 年度 ＰＰφ50 Ｌ＝310ｍ 

 

〇実績・経過 

令和 3 年度 ＨＰＰＥφ75 Ｌ＝ 26.5ｍ 

      ＰＰφ50   Ｌ＝200.9ｍ 

設置から 51 年経過（昭和 45 年度施工） 

 

〇費用内訳 

 工事請負費 4,900 千円 

  

〇その他参考事項 

 １ 関係法令  

水道法、道路法 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 建設水道課水道整備室 

事 業 名 新星第１線配水管新設工事 予算書 ２８７頁 

事 業 費 ８，０９０千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

 

 

 

 

 

 

特 定 財 源 合 計 0 

一 般 財 源          8,090 

事
業
概
要 

町道新星第１線の道路整備に伴い配水管の新設整備を行う。 

 

 

 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

〇目的・効果 

 安全・安心で安定的な水道水の供給と施設の強靭化対策を図る      

道路整備に合わせた配水管の整備 

 

〇内容・計画 

 １ 町道新星第１線配水管新設                  

令和 4 年度 ＰＰφ50 Ｌ＝380ｍ 

〇実績 

令和 3 年度 ＰＰφ50 Ｌ＝390ｍ 

 

〇費用内訳 

 工事請負費 8,090 千円 

  

〇その他参考事項 

 １ 関係法令  

水道法、道路法 
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令和４年度 事業概要書 所 管 課 町立病院 

事 業 名 
ＦＣＵ温調弁・コントローラー制御装置更新

工事 
予算書 ３２０頁 

事 業 費 ２７，５１４千円 

財
源
内
訳 

特 定 財 源 の 内 訳 

名    称 金 額 

町負担金 

 

 

27,514 

 

 

特 定 財 源 合 計 27,514 

一 般 財 源  

事
業
概
要 

病院施設の老朽化により、設備及び機器の故障や機能低下が相次いで

発生している。 

本町の医療機能を維持し安定した診療体制を確保するため、空調設備

の更新を計画的に取り進める。 

 

事 

業 
内 

容 

・ 

効 

果 

等 

○目的 

 空調設備のＦＣＵ温調弁及びコントローラー制御装置を更新し、院内

環境の安定化を図る。 

○内容 

 空調設備は設置から 23 年が経過し、老朽化に伴い修繕対応が困難な状

況となっていることから、令和 2 年より計画的に更新を行っている。 

今年度は 2、3 階のＦＣＵ温調弁及びコントローラー制御装置の更新を

行い、院内環境の安全確保を図る。 

○事業計画 

 施工場所：2、3 階及び地下ボイラー室 

 工事内容：ＦＣＵ温調弁及びコントローラー制御装置の更新 

 工事期間：6 カ月 

○更新計画 

Ｒ2：中央監視装置更新 

 Ｒ3：熱源廻り制御機器更新 

Ｒ4：ＦＣＵ温調弁・コントローラー制御装置更新工事（2 階・3 階） 

 Ｒ5：ＦＣＵ温調弁・コントローラー制御装置更新工事（1 階・地下） 

○効果 

 院内の空調管理機能の確保を図る。 

 

 

 

 

 


